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［ 報 告 ］南 アフリカ現 地スタッフの 半 生

［ 特 集 ］南 ス ー ダ ン。４００万 人 の 避 難 生 活

［ 寄 稿 ］カ ン ボ ジ ア 、絶 え ゆ く民 主 化 へ の 夢

［ 報 告 ］イラ ク 北 部 の 現 状 に つ い て

人道危機が続く南スーダン、首都ジュバの国内避難
民キャンプ。故郷の村に帰る目途もなく、慣れない
土地での生活が続く。食料配布に頼っていた生活が
少しづつ変わり始めた。「援助を待っているだけの
生活はしたくない」キャンプ内の空き地を耕し、水を
引いて穀物や野菜を栽培する女性が増えている。
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続
く
暴
力
の
連
鎖
と 

人
道
危
機

頭
の
す
ぐ
上
を
通
過
す
る
飛
行
機
の
音

で
、
テ
ン
ト
か
ら
顔
を
出
し
た
避
難
民
女

性
と
の
会
話
が
遮
ら
れ
た
。

２
０
１
７
年
１１
月
の
出
張
時
に
訪
問
し

た
マ
ン
ガ
テ
ン
国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
。

首
都
ジ
ュ
バ
の
郊
外
、
空
港
へ
の
着
陸

ル
ー
ト
の
真
下
に
あ
り
、
援
助
物
資
を
積

み
込
ん
だ
国
連
や
赤
十
字
国
際
委
員
会
の

輸
送
機
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
飛
び
交
う
。

物
資
は
大
型
機
で
ジ
ュ
バ
に
運
ば
れ
、
南

中央エクアトリア州ロボノク郡にある、焼き討ちにあった村。生
き残った人によれば、殺された村人の死体は火に投げ込まれた
という （提供：南スーダン教会評議会）

［特  集］南スーダン。４００万人の避難生活

４００万人。人口の３分の１が
今も恐怖と不安のなかで
生きている

自
衛
隊
が
南
ス
ー
ダ
ン
を
去
っ
た
今
で
も
、
内
線
で
生
活
を
破
壊
さ
れ
た
人
々
は

恐
怖
の
な
か
で
生
き
て
い
る
。
村
へ
の
襲
撃
、
殺
戮
、
誘
拐
、
レ
イ
プ
…
。

都
市
部
で
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
逮
捕
、
殺
害
、
新
聞
社
の
閉
鎖
が
続
い
て
い
る
。

そ
れ
で
も
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
、

反
戦
デ
モ
の
実
施
や
反
戦
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
こ
む
市
民
も
い
る
。

一
方
、
日
本
政
府
は
、
治
安
の
安
定
で
は
な
く
、
大
型
イ
ン
フ
ラ
開
発
を
示
唆
。

そ
れ
が
内
戦
を
生
ん
だ
背
景
で
あ
る
利
権
争
い
に
直
結
し
な
い
か
。

人
道
支
援
／
平
和
構
築
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
南
ス
ー
ダ
ン
事
業
担
当   

今
井 

高
樹　

自
衛
隊
は
去
っ
た
。
忘
れ
さ
ら
れ
た

人
々
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

昨年、稲田朋美防衛大臣（当時）の訪問を境に
注目を浴びた南スーダン。
だがその報道は、日本の自衛隊のＰＫＯ増派や撤収を巡っての
報道に終始し、同国の内戦で生まれた
避難民の困窮した生活を伝える視点はほとんどなかった。
自衛隊が撤退した今、同国に関する報道はなくなったが、
現地ではいまだに人々は不安定な生活を強いられている。
その最新情報を共有したい。
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ス
ー
ダ
ン
各
地
に
は
食
料
を
空
中
投
下
す

る
た
め
の
小
型
機
が
飛
び
立
っ
て
い
く
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
こ
の
国
の
人
道
危
機
を

物
語
っ
て
い
た
。

音
が
鳴
り
や
む
と
、
子
ど
も
の
手
を
引

い
た
母
親
が
訴
え
て
き
た
。

「
紛
争
で
夫
を
亡
く
し
、
子
ど
も
を
連
れ

て
ジ
ュ
バ
に
避
難
し
て
き
ま
し
た
。
住
ん

で
い
た
村
は
、つ
い
２
日
前
に
も
襲
わ
れ
、

ま
た
村
人
が
殺
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
仕
事
も
食
べ
物
も
な
い
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
で
は
村
に
帰
る
こ
と

も
で
き
な
い
」

国
連
か
ら
の
情
報
で
は
、
ジ
ョ
ン
グ
レ

イ
州
に
あ
る
彼
女
の
村
は
、
２
０
０
人
の

武
装
グ
ル
ー
プ
の
襲
撃
を
受
け
た
。
数
百

の
家
々
が
焼
か
れ
、
４０
人
が
殺
害
さ
れ
、

女
性
と
子
ど
も
合
わ
せ
て
５０
人
が
誘
拐
さ

れ
て
い
た
。

１７
年
５
月
に
自
衛
隊
が
撤
収
し
て
以

降
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
南
ス
ー
ダ
ン

関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
は
消
え
た
。

現
地
の
状
況
は
好
転
し
て
い
な
い
。

ジ
ョ
ン
グ
レ
イ
州
で
の
襲
撃
事
件
の
よ
う

な
暴
力
は
後
を
絶
た
な
い
。
国
外
に
逃
れ

た
難
民
２
０
０
万
人
、
国
内
で
の
避
難
民

２
０
０
万
人
の
計
４
０
０
万
人
―
―
国
民

の
３
人
に
一
人
―
―
が
帰
還
す
る
目
途
も

な
く
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
し
て

国
民
の
半
数
が
深
刻
な
食
料
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
世
界
最
悪
の
一
つ
と
言
わ
れ

る
人
道
状
況
は
、今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

民
族
対
立
は 

原
因
で
は
な
く
結
果

南
ス
ー
ダ
ン
は
、
半
世
紀
に
わ
た
る
内

戦
の
末
、
１１
年
に
ス
ー
ダ
ン
か
ら
分
離
独

立
を
果
た
し
た
世
界
で
最
も
新
し
い
国
連

加
盟
国
で
あ
る
。

独
立
の
喜
び
も
束
の
間
、
１３
年
１２
月
に

は
国
内
で
の
紛
争
が
勃
発
。
キ
ー
ル
大
統

領
派
と
マ
シ
ャ
ー
ル
元
副
大
統
領
を
中
心

と
す
る
反
キ
ー
ル
派
と
の
政
治
対
立
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
、
国
軍
が
両
派
に
分
裂
し

て
戦
闘
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
争
い
を
、
キ
ー
ル
氏
の
出
身
民
族

で
あ
る
デ
ィ
ン
カ
人
と
、
マ
シ
ャ
ー
ル
氏

が
属
す
る
ヌ
エ
ル
人
と
の
「
民
族
紛
争
」

と
し
て
描
く
報
道
は
多
い
。
し
か
し
両
者

の
対
立
の
背
景
に
は
、
も
っ
と
現
実
的

な
、
油
田
、
土
地
、
国
外
か
ら
の
援
助
資

金
な
ど
様
々
な
利
権
争
い
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。
キ
ー
ル
、
マ
シ
ャ
ー
ル
両
氏
、
そ

の
側
近
の
政
治
家
た
ち
を
含
め
、
競
う
よ

南スーダン共和国

ジュバ
中央エクアトリア州

南スーダンの内戦で人々の生活は破壊された。国際支援の手が回ら
なかったマンガテン国内避難民キャンプでJVCは食料配布を実施した
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う
に
巨
額
の
不
正
蓄
財
を
行
っ
て
い
た
こ

と
は
ア
メ
リ
カ
の
調
査
団
体
（
注
１
）
に

よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

南
ス
ー
ダ
ン
の
あ
る
友
人
は
、「
民
族

対
立
は
、
紛
争
の
原
因
で
は
な
く
む
し
ろ

結
果
な
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
投
げ

か
け
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

「
両
民
族
は
、
小
さ
な
争
い
ご
と
は
あ
っ

て
も
隣
人
と
し
て
千
年
も
共
存
し
て
き

た
。
こ
ん
な
に
憎
し
み
合
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
内
戦
の
せ
い
で
は
な
い
の
か
」

和
平
合
意
が
崩
壊
、 

戦
闘
は
さ
ら
に
拡
散

１５
年
８
月
、
国
際
社
会
の
仲
介
で
和
平

合
意
が
結
ば
れ
、
キ
ー
ル
、
マ
シ
ャ
ー
ル

両
派
に
よ
る
統
一
政
府
が
発
足
。
だ
が
両

派
の
溝
は
埋
ま
ら
ず
、
翌
１６
年
７
月
に

ジ
ュ
バ
で
戦
闘
が
再
発
し
統
一
政
府
は
瓦

解
。
自
衛
隊
「
日
報
」
で
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
自
衛
隊
の
宿
営
地
周
辺
で
も

激
し
い
戦
闘
が
行
わ
れ
た
。

ジ
ュ
バ
を
追
わ
れ
た
マ
シ
ャ
ー
ル
派
の

軍
勢
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、
ウ
ガ
ン
ダ

と
の
国
境
方
面
に
移
動
し
た
た
め
、
キ
ー

ル
派
の
軍
が
追
撃
し
、
エ
ク
ア
ト
リ
ア
と

呼
ば
れ
る
こ
の
地
域
に
戦
闘
が
拡
散
し

た
。
デ
ィ
ン
カ
人
で
も
ヌ
エ
ル
人
で
も
な

い
、
他
の
民
族
の
村
々
が
襲
撃
さ
れ
、
殺

戮
、
誘
拐
、
レ
イ
プ
、
略
奪
が
繰
り
返

さ
れ
た
。
新
た
に
数
十
万
人
の
難
民
が

発
生
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
難
民
は
一
気
に

２
０
０
万
人
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

襲
撃
を
受
け
た
地
域
住
民
も
黙
っ
て
は

い
な
い
。
自
警
団
を
組
織
し
、
報
復
攻
撃

に
出
る
。
多
く
の
民
族
が
憎
し
み
と
暴
力

の
連
鎖
に
巻
き
込
ま
れ
、
新
た
な
「
民
族

対
立
」
が
生
ま
れ
た
。
マ
シ
ャ
ー
ル
氏
が

国
外
に
逃
れ
て
そ
の
影
響
力
が
弱
ま
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
新
し
い
反
政
府
武
装
勢
力

が
結
成
さ
れ
、
事
態
は
ま
す
ま
す
混
乱
を

極
め
て
い
っ
た
。

言
論
弾
圧
に
も 

屈
し
な
い
人
々

「
早
く
戦
争
が
終
わ
っ
て
欲
し
い
。
故
郷

の
村
に
帰
り
た
い
」

国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
会
う
人
々

は
、
口
々
に
そ
う
言
う
。
紛
争
の
中
で
誰

も
が
疲
れ
切
っ
て
い
る
。

国
際
社
会
か
ら
の
圧
力
も
あ
り
、
１７
年

５
月
、
キ
ー
ル
大
統
領
は
「
国
民
対
話
」

と
呼
ば
れ
る
和
解
の
取
り
組
み
を
開
始
し

た
。
し
か
し
、
マ
シ
ャ
ー
ル
派
は
参
加
し

て
お
ら
ず
、
成
果
に
は
乏
し
い
。

政
府
軍
に
よ
る
住
民
へ
の
襲
撃
や
略
奪

行
為
を
黙
認
し
続
け
、
紛
争
解
決
に
前
向

き
と
は
言
え
な
い
キ
ー
ル
政
権
に
対
す
る

市
民
の
批
判
は
強
い
。
そ
れ
ら
を
封
じ
込

め
る
た
め
、
政
権
は
徹
底
的
な
言
論
弾
圧

を
行
っ
て
き
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
逮

捕
、
殺
害
、
新
聞
社
の
閉
鎖
等
で
あ
る
。

弾
圧
は
一
般
市
民
に
も
及
び
、
私
の
友
人

た
ち
は
常
々
、「
電
話
は
盗
聴
さ
れ
て
い

る
。
政
府
批
判
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
ら

投
獄
さ
れ
る
」
と
恐
れ
て
い
た
。

ジ
ュ
バ
に
は
、
ブ
ル
ー
・
ハ
ウ
ス
と
呼

ぶ
「
政
治
犯
」
専
用
の
収
監
施
設
が
用
意

さ
れ
、怖
れ
ら
れ
て
い
る
─
─「
一
度
入
っ

た
ら
、
二
度
と
は
出
て
こ
ら
れ
な
い
」

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
は
黙
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ジ
ュ
バ
市
街
で
、
女
性
た
ち
が
平
和
を

求
め
る
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ー
チ
（
沈
黙

の
行
進
）」
が
行
わ
れ
た
の
は
１２
月
９
日
。

国
際
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
女
性
た
ち
が
口

に
テ
ー
プ
を
貼
り
、
無
言
で
デ
モ
を
行
っ

て
い
た
。
手
に
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
に
は
、

「
流
血
は
も
う
た
く
さ
ん
」「
子
ど
も
に
は

銃
で
な
く
ペ
ン
を
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
並
ぶ
。

こ
う
し
た
直
接
の
意
思
表
示
で
は
な
く

て
も
、
ラ
ッ
プ
な
ど
の
音
楽
に
乗
せ
て
、

或
い
は
ク
ル
マ
の
車
体
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
ん
で
反
戦
を
訴
え

る
人
々
は
少
な
く
な
い
。

乗
り
合
い
バ
ス
を
見
る
と
、
車
体
に
カ

ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ
ト
の
男
が
描
か
れ
て
い

た
。
顔
は
「
わ
ざ
と
」
似
せ
て
い
な
い
が
、

カ
ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ
ト
が
キ
ー
ル
大
統
領
の

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
だ
と
は
誰
も
が
知
っ
て

い
る
。
男
の
絵
の
横
に
は
「
あ
ん
た
、
話

し
合
わ
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」

待
ち
か
ね
た
停
戦
合
意

国
際
社
会
、
と
り
わ
け
、
南
ス
ー
ダ
ン

の
安
定
化
を
地
域
の
重
要
課
題
と
認
識
し

て
い
る
周
辺
国（
東
ア
フ
リ
カ
地
域
機
構
：

ケ
ニ
ア
、エ
チ
オ
ピ
ア
、ウ
ガ
ン
ダ
、ス
ー

ダ
ン
な
ど
７
ヵ
国
）
は
、
破
綻
し
た
１５
年

和
平
合
意
の
「
再
生
」
を
掲
げ
、
停
戦
に

向
け
た
仲
介
努
力
を
粘
り
強
く
続
け
て
き

た
。
そ
れ
が
結
実
し
、１２
月
２１
日
、南
ス
ー

ダ
ン
政
府
（
キ
ー
ル
大
統
領
）、マ
シ
ャ
ー

ル
派
、
そ
の
他
の
武
装
・
非
武
装
グ
ル
ー

プ
を
含
め
十
を
超
え
る
主
要
政
治
勢
力
が

ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
に
一
堂
に
会
し
、
停
戦

◎注1…War Crimes Shouldn't Pay/an investigative report by SENTRY
https://thesentry.org/wp-content/uploads/2016/08/Sentry_WCSP_Final.pdf

［特  集］南スーダン。４００万人の避難生活
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合
意
に
署
名
し
た
。

紛
争
勃
発
以
来
、
い
く
つ
も
の
停
戦
合

意
が
署
名
さ
れ
な
が
ら
、
す
べ
て
破
棄
さ

れ
て
き
た
。
今
回
も
、
合
意
が
守
ら
れ
る

か
ど
う
か
、
多
く
の
関
係
者
が
懸
念
し
て

い
る
の
も
確
か
だ
。
合
意
が
実
行
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

日
本
政
府
は
ど
う
し
て 

大
型
イ
ン
フ
ラ
支
援 

再
開
な
の
か

南
ス
ー
ダ
ン
の
紛
争
解
決
に
向
け
て
、

日
本
政
府
は
ど
う
関
与
し
て
い
る
の
か
？

自
衛
隊
の
撤
収
を
発
表
し
た
１７
年
３
月

の
記
者
会
見
で
、
安
倍
首
相
は
「
国
際
社

会
と
手
を
携
え
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
平
和
と

発
展
の
た
め
で
き
る
限
り
貢
献
す
る
」
と

表
明
し
た
。
具
体
的
に
は
、
東
ア
フ
リ
カ

地
域
機
構
が
推
進
す
る
和
平
プ
ロ
セ
ス
の

支
援
や
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
「
国
民
対
話
」

支
援
、
ほ
か
に
公
務
員
の
人
材
育
成
や
人

道
支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
日
本
に
よ
る
目
立
っ

た
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
防
衛
大
臣
の
辞

任
で
「
日
報
」
問
題
に
「
区
切
り
」
を
付

け
た
後
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
こ
と
な
ど
忘

れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
は
、
国

際
社
会
や
相
手
国
へ
の
貢
献
と
い
う
よ
り

も
、
海
外
派
兵
の
実
績
作
り
、
安
保
法
制

の
「
駆
け
つ
け
警
護
」
や
「
宿
営
地
の
共

同
防
護
」
の
適
用
事
例
作
り
、
と
言
わ
れ

て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
い
ま
現
地
で
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
の
分
野
で
日
本
の
支
援
再
開
が
注
目

を
集
め
る
。
私
の
出
張
中
、
在
南
ス
ー
ダ

ン
日
本
大
使
が
何
度
も
国
営
テ
レ
ビ
に
登

場
し
、
ナ
イ
ル
川
第
二
架
橋
を
は
じ
め
と

す
る
開
発
事
業
再
開
を
示
唆
し
て
い
た
。

し
か
し
、
紛
争
が
解
決
せ
ず
、
多
く
の

国
民
が
避
難
生
活
を
送
り
食
料
危
機
に
直

面
す
る
状
況
で
、
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
の
優

先
順
位
が
ど
れ
だ
け
高
い
の
か
。
大
型
の

開
発
案
件
が
、
今
の
紛
争
の
背
景
で
も
あ

る
利
権
争
い
を
助
長
し
な
い
か
。
少
な
く

と
も
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
進
展
を
見
極
め

る
ま
で
案
件
は
保
留
す
べ
き
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

日
本
政
府
の
動
き
を
監
視
す
る
の
は
私

た
ち
市
民
の
役
割
で
も
あ
る
。
今
後
、
現

地
で
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
注
視
し
て
い

き
た
い
。

「国境なき医師団」の整備工場には、ポニのほかにもJVC研修の卒
業生が1名働いている。赤十字国際委員会の整備部門に至っては、
12名の整備士のうち半数の6名がJVC卒業生。ほかにもUNMISS
（国連PKO）をはじめ国連機関や国際NGOで卒業生たちが活躍
している。治安面の不安と未舗装の悪路が交錯する南スーダンで、
車両整備は人命にもつながる重要な仕事。彼ら彼女らは、今日も
南スーダンの人道支援活動を陰で支えている。

2006年からの3年間、JVCはジュバで車両整備工場を運営し、
難民キャンプから帰還した若者たちへの整備士研修を行ってい
た。巣立った卒業生は女性4人を含む32人。それから10年、今は
どうしているのだろうか？ 当時の女性研修生のひとり、ポニ・べティ
をジュバ郊外の自宅に訪ねた。

── 卒業したあとの経歴は？
最初は、JVCを引き継いでSCC（スーダン教会評議会）が運
営していた整備工場で見習いね。その間に結婚、妊娠したの
で、いったん退職して出産、子育てをすることにしたのよ。

── 復帰したのは、いつ頃？
結局、SCC整備工場には復帰しなかったのね。子育てが一段
落してから、就職を探して、整備士として採用されたのが『国
境なき医師団』。3年前くらいね。
── 有名な国際NGOだし、いい就職先を見つけたね。
そう思うわ。入職したての頃ね、整備をしていたら同僚から『ど
こで整備士の訓練を受けた？』と聞かれて、『ジュバで受け
た』って言ったら、誰も信じてくれないの（笑）。『それだけの
腕前なんだから、絶対に国外で教育を受けたはずだ。ジュバ
にそんな訓練所があるわけはない』ってね。

── なるほど。今は毎日どんな業務を？
定期点検が中心ね。『国境なき医師団』は車のメンテナンスに
も気を遣っていて、所有車両は毎週1回、必ず点検のために
入庫してくるのよ。だから大忙しよ（笑）

── そりゃ、やりがいがあるね。
そう、この仕事について良かったと思う。JVCには、本当に感
謝している。あの時の研修で、私の人生が変わったのよ。

JVCの研修が
私の人生を変えた
聞き手：今井高樹

コラム

避難民キャンプのテント。ここで6家族、約30人が生活する。
家財道具はほとんど何もない。

避難民キャンプを尋ねる今井
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ジ
ュ
バ
緊
急
支
援
と
、 

次
の
課
題     

２
０
１
６
年
７
月
、
戦
車
や
軍
用
ヘ
リ

を
動
員
し
た
激
し
い
戦
闘
が
ジ
ュ
バ
市
街

地
で
行
わ
れ
、
住
民
は
深
刻
な
被
害
を
受

け
た
。
家
屋
の
破
壊
や
略
奪
の
な
か
、
約

４
万
人
が
一
時
避
難
し

た
と
言
わ
れ
る
。

情
勢
が
一
定
の
落
ち

着
き
を
見
せ
た
９
月
、

私
は
、
ジ
ュ
バ
郊
外
の

国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
の
緊
急
食
料
支
援
を

実
施
し
た
。
こ
れ
を
皮

切
り
に
、１７
年
７
月
ま
で
計
４
回
渡
航
し
、

食
料
支
援
、
蚊
帳
や
せ
っ
け
ん
な
ど
の
生

活
用
品
支
援
、
医
薬
品
支
援
を
実
施
し
て

き
た
。

国
連
に
よ
る
食
料
支
援
は
、
巨
大
な
人

道
危
機
の
な
か
で
、
小
規
模
の
避
難
民

キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
回
っ
て
い
な
か
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
野
草
の
種
で
飢
え
を
凌
い

で
い
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
配
布
し
た
食
料
は
半

月
分
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
間
違
い
な
く

人
々
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
食
料
が
尽
き
る
半
月
後
に
は

ど
う
す
る
の
か
、
配
布
を
繰
り
返
す
資
金

的
余
裕
は
な
く
、仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
「
解
決
」
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

食
料
危
機
が
深
刻
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を

少
し
で
も
自
分
の
手
で
獲
得
で
き
る
よ
う

な
支
援
に
シ
フ
ト
す
る
、
そ
れ
を
課
題
と

し
て
１１
月
に
渡
航
し
た
。

紛
争
の
発
火
点
だ
っ
た 

マ
ン
ガ
テ
ン　

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
活
動
す
る
マ
ン
ガ
テ
ン
国
内

避
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
、
ジ
ュ
バ
市
街
地
の

北
西
、
空
港
近
く
に
位
置
す
る
。
日
本
の

自
衛
隊
が
駐
留
し
て
い
た
元
宿
営
地
か
ら

は
約
１
キ
ロ
の
距
離
で
あ
る
。

以
前
、
こ
の
地
区
に
は
多
数
の
ヌ
エ
ル

人
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

１３
年
１２
月
の
ジ
ュ
バ
市
街
戦
で
は
敵
対
す

る
デ
ィ
ン
カ
人
の
武
装
グ
ル
ー
プ
か
ら

標
的
と
さ
れ
た
。
激
し
い
戦
闘
が
あ
り
、

元
々
の
住
民
の
大
半
は
こ
の
場
所
か
ら
逃

走
し
た
と
言
わ
れ
る
。

多
く
の
空
き
家
が
残
っ
た
マ
ン
ガ
テ
ン

地
区
に
、や
が
て
避
難
民
が
住
み
始
め
た
。

そ
し
て
１５
年
、
南
ス
ー
ダ
ン
政
府
が
二
つ

の
キ
ャ
ン
プ
を
開
設
。
キ
ャ
ン
プ
①
に
は

約
２
０
０
世
帯
、
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
た
キ
ャ
ン
プ
②
に
は
約
５
０
０
世
帯

が
住
む
。
ジ
ョ
ン
グ
レ
イ
州
、
ユ
ニ
テ
ィ

州
、
エ
ク
ト
リ
ア
地
方
な
ど
、
南
ス
ー
ダ

ン
各
地
か
ら
の
国
内
避
難
民
で
あ
る
。

2018年の耕作シーズンに向け、JVCは農具や灌漑
用具の支援を検討している。

キャンプ①は、キャンプ②よりもはるかに
土地が広い。みんな、テントの周囲に畑を
作っている。北部のユニティ州から避難し
てきたアンジェリーナさんは自分の農具を
持っていないが、近くのテントの人から借
りて野菜を作り始めた。
トウモロコシ、サツマイモ、オクラ、ナス、
落花生、カボチャ……ひとつひとつの畑を
見せて説明してくれるアンジェリーナさん
は、とてもうれしそう。
「配布された食料だけでは食べていけない。
こうして畑仕事をして家族で食べている。
自分の農具があれば、もっと耕せる」

キャンプの空き地は
野菜畑コラム

マンガテン国内避難民キャンプ

生
活
の
す
べ
て
を
奪
わ
れ
て
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
住
む
人
々
に
対
し
て
、

や
る
べ
き
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
が
食
料
と
物
資
支
援
。
も
う
一
つ
が
、

避
難
民
自
ら
が
生
活
に
必
要
な
モ
ノ
を
購
入
で
き
る
よ
う
な
収
入
源
を
も
つ
こ
と
だ
。

そ
の
意
識
が
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
芽
生
え
始
め
て
い
た
。

自
ら
を
助
け
る
尊
厳
を
ど
う
支
援
す
る
か
。
新
た
な
動
き
が
始
ま
り
そ
う
だ
。

避
難
民
キ
ャ
ン
プ
。
緊
急
支
援
か
ら

 「
自
分
で
何
か
を
始
め
た
い
」

人
道
支
援
／
平
和
構
築
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
南
ス
ー
ダ
ン
事
業
担
当   

今
井 
高
樹　

［特  集］南スーダン。４００万人の避難生活
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キ
ャ
ン
プ
で
の
生
計
活
動

「
今
回
は
食
料
の
配
布
も
、
生
活
用
品
の

配
布
も
、
あ
り
ま
せ
ん
」

キ
ャ
ン
プ
②
を
訪
問
し
、
テ
ン
ト
の
脇

の
木
陰
に
女
性
た
ち
が
集
ま
る
と
、
私
は

そ
う
切
り
出
し
た
。

「
食
材
な
ど
を
買
う
た
め
に
、
皆
さ
ん
、

ど
う
や
っ
て
お
カ
ネ
を
稼
い
で
い
る
の

か
、
聞
か
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

さ
っ
そ
く
反
応
が
あ
る
。

「
こ
こ
に
い
る
の
は
、
み
ん
な
夫
を
な
く

し
た
女
性
ば
か
り
。
お
カ
ネ
な
ん
て
な

い
」

「
食
料
は
、
配
布
さ
れ
た
も
の
を
少
し
ず

つ
食
べ
る
し
か
な
い
わ
」

「
栄
養
不
足
で
、
薬
を
買
う
お
カ
ネ
も
な

い
。
だ
か
ら
今
年
も
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

が
死
ん
じ
ゃ
っ
た
の
」

み
な
、
懸
命
に
窮
状
を
訴
え
て
く
る
。

そ
れ
は
そ
う
だ
、
と
思
い
つ
つ
も
、
次
の

質
問
に
移
る
。

「
誰
か
、
市
場
で
日
雇
い
の
仕
事
を
し
て

い
る
人
は
い
ま
す
か
？
」

首
を
横
に
振
る
人
が
多
い
。

「
一
日
働
い
た
っ
て
、
１
０
０
南
ス
ー
ダ

ン
ポ
ン
ド
（
現
地
通
貨
。
以
下
ポ
ン
ド
）

に
し
か
な
ら
な
い
。
誰
も
や
ら
な
い
わ
」

１
０
０
ポ
ン
ド
は
日
本
円
で
約
５０
円
。

こ
の
日
当
で
は
、
主
食
用
の
カ
ッ
プ
１
杯

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
も
買
え
な
い
。

「
で
は
、
食
用
油
や
せ
っ
け
ん
を
買
う
お

カ
ネ
は
。
ど
う
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」

こ
こ
で
反
応
が
あ
っ
た
。

「
野
菜
を
作
っ
て
い
て
ね
、
オ
ク
ラ
、
落

花
生
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
か
。
そ
れ
を
一
盛

り
１０
ポ
ン
ド
で
売
る
の
よ
」

「
そ
の
１０
ポ
ン
ド
で
何
を
買
い
ま
し

た
？
」

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
と
…
…
そ
れ
か
ら
、

こ
の
サ
ン
ダ
ル
買
っ
た
わ
」

嬉
し
そ
う
に
見
せ
る
の
で
、
皆
か
ら
自

然
に
笑
い
が
起
き
た
。

「
で
も
、
野
菜
作
り
が
で
き
る
土
地
は
こ

の
キ
ャ
ン
プ
に
は
少
な
く
て
。
だ
か
ら
、

み
ん
な
薪
拾
い
や
竹
拾
い
を
し
て
い
る
」

薪
拾
い
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
竹
拾
い

と
は
何
か
？　

聞
く
と
、
住
宅
建
材
の
竹

の
廃
材
を
燃
料
用
と
し
て
集
め
、
一
束
１０

ポ
ン
ド
で
販
売
。
何
束
も
集
め
れ
ば
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
粉
く
ら
い
は
買
え
る
。

キ
ャ
ン
プ
内
の 

小
さ
な
市
場　

気
が
付
く
と
、多
く
の
女
性
が
集
ま
り
、

木
陰
は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
。

「
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
て
売
っ
て
い
る
人
な

ら
知
っ
て
い
る
よ
」

誰
か
が
そ
う
言
う
と
、
次
々
に
、「
私

も
ク
ッ
キ
ー
焼
い
て
る
」「
自
分
だ
っ
て
、

お
茶
屋
さ
ん
（
露
店
喫
茶
）
を
や
っ
て
い

る
」「
大
き
な
市
場
で
野
菜
を
ま
と
め
買

い
し
て
、
小
分
け
し
て
キ
ャ
ン
プ
の
露
店

で
売
っ
て
い
る
」
と
声
が
飛
ん
で
き
た
。

実
に
様
々
な
小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
。

露
店
を
出
し
て
い
る
と
い
う
ロ
イ
ス
さ

ん
は
、
立
ち
上
が
っ
て
言
っ
た
。

「
援
助
物
資
を
受
け
取
る
の
を
待
っ
て
い

る
だ
け
な
ん
て
、
よ
く
な
い
。
自
分
た
ち

で
何
か
が
し
た
い
の
よ
」

小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
、

キ
ャ
ン
プ
内
の
小
さ
な
市
場
で
行
わ
れ
て

い
た
。
み
ん
な
で
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
見
に
行

く
。掘

っ
立
て
小
屋
の
よ
う
な
ト
タ
ン
屋
根

の
下
に
は
、
避
難
民
女
性
た
ち
の
店
が
並

ん
で
い
た
。
野
菜
や
食
用
品
、
自
分
で
焼

い
た
ク
ッ
キ
ー
、
お
茶
屋
さ
ん
。
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
ホ
カ
ホ
カ
に
茹

で
て
売
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
カ
メ
ラ
を

向
け
る
と
、
み
ん
な
よ
く
笑
う
。

驚
い
た
の
は
、
せ
っ
け
ん
販
売
。
製
造

法
を
尋
ね
る
と
、
近
所
の
手
洗
い
場
を

回
っ
て
使
い
古
し
た
せ
っ
け
ん
の
カ
ケ
ラ

を
集
め
、
鍋
で
溶
か
し
て
固
め
る
の
だ
と

い
う
。
ま
さ
に
せ
っ
け
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル

だ
。避

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
女
性
は
、
困
難
に

直
面
し
な
が
ら
も
、
元
気
に
自
分
た
ち

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、

キ
ャ
ン
プ
全
体
で
は
「
元
手
が
な
い
」「
や

り
方
が
分
か
ら
な
い
」
と
、
一
歩
を
踏
み

出
せ
な
い
女
性
も
多
数
い
る
と
い
う
。

「
ま
た
来
ま
す
ね
。
そ
の
時
に
は
、
皆
さ

ん
の
収
入
向
上
の
活
動
を
支
援
で
き
る
よ

う
、
ま
た
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
」

い
つ
に
な
く
明
る
い
気
持
ち
で
キ
ャ
ン

プ
を
後
に
し
た
。
次
の
出
張
が
待
ち
遠
し

い
。

アンジェリーナさんと友人のナス畑

自分たちで作ったクッキーを売る避難民女性たち
（中央は今井）
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レジャーに行く
なら山よりも
海がいい

貯金箱を
いっぱいになる
まで貯めたこと
がある

なにをやっても
長続きしない

UFOを
見たことがある

最近、運動不足
でお腹周りがや
ばくなってきた

自慢じゃないが
ギャグがウケた
ためしがない

家族や親戚の
中で国際結婚を
した人がいる

島に行くなら
ハワイよりも
沖縄がいい

最近、
（人間相手に）
ときめいて
いない

恋人との約束
よりも、
友人との約束を
優先する

自分は
「NO MUSIC, 
NO LIFE」だ

最近、
人生に疑問を
感じ始めた

笑える映画 音楽映画 友情映画 泣ける映画

各質問ごとに「YES」か「NO」を
選んでお進みください。

YES NO

START

～　のおすすめ映画解説は左ページへ…

Y N

こんにちは、JVCアフリカボランティアチームの一員であ
り、JVCランニングチームのキャプテンも務める中村とい
います。私のもう一つの顔は、大の映画ファンです。昨年6
月の会員総会で「『TRIAL＆ERROR』の企画記事を考えよ
う」というコーナーがあり、その時私は、JVCには世界各地
で国際貢献活動に従事し、活動地の文化について造詣が深

いスタッフが多いことから、彼ら・彼女らにオススメの映画

を挙げてもらい、【イエス・ノー】チャートと組み合わせて、

「観るべき一本」を紹介するというアイデアを出しました。

それが今回、数ヵ月の時を経て、本誌編集担当の細野さん

にご協力いただき、実現に至りました。題して、「JVCらし
からぬ オススメ!! エンタメ映画チャート」！ 皆さんの「観る
べき一本」となった映画が、劇中で描かれた国に暮らす人々

の暮らしを深く知るきっかけになれば幸いです。また、この

企画から、会員の皆様それぞれの「お気に入りの一本」に

ついて語り合う場が生まれたら、どんなに素晴らしいことか

と思います。

JVCアフリカボランティアチーム 中村 俊哉

イラスト  かじの倫子

エンタメ
映画チャート

オススメ！！

A D

あな
たの今

「観るべき一本」がわかる！
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笑える映画 音楽映画

友情映画 泣ける映画

BA

DC

「私の頭の中の消しゴム」
◎発売・販売元 ギャガ  ◎税抜価格 1,143円
◎2004年／韓国

「マンデラの名もなき看守」
◎発売・販売元 ギャガ  ◎税抜価格 1,143円
◎2007年／南アフリカ共和国ほか

「歌声にのった少年」
◎発売 ニューセレクト  ◎販売 アルバトロス
◎税抜価格 3,800円  ◎2015年／パレスチナ

「アタック・ナンバーハーフ」
◎2000年／タイ

日本のテレビドラマ『Pure Soul～君が僕を忘れ
ても～』を原作とした映画。建設会社社長令嬢の
スジンと建設工事現場で現場監督として働くチョ
ルス。育った環境の違う二人が互いに惹かれ合
い、結婚するが、幸せな時間は長くは続かず、ス
ジンが若年性アルツハイマーに侵されていること
が判明する。公開当時、日韓で話題になったこの
作品。観る前にあらすじは知っていたのですが、
それでも、私はとめどなく流れる涙を止めること
ができませんでした。（中村）
© 2004 CJ Entertainment Inc. & Sidus Pictures Corporation. All rights 
reserved. Based on the television program “PureSoul” Created and 
produced by Yomiuri Television, JAPAN 2001

(C) ARSAM INTERNATIONAL. CHOCHANA BANANA FILMS, X-FILME 
CREATIVE POOL. FONEMA FUTURE FILM AFRIKA

南アフリカの刑務官だったグレゴリーはコサ語
を理解できたため、流刑地ロベン島でネルソン・
マンデラの監視という任務に就く。当初、マン
デラを死刑にすべきと考えていたグレゴリーは、
彼と出会い、その威厳ある態度に接することに
よって、考え方を変えていく。そして、マンデラ
釈放で世界中が注目した1990年2月11日が
やってくる。南アフリカの歴史を知ると同時に、
国や人種を超えた友情に心を打たれる名作で
す。（中村）

パレスチナのガザ地区に暮らすムハンマドは、姉
のヌールたちと組んだ小さなバンドで歌う少年だ。
しかし、「スターになって世界を変える」と語り合っ
たヌールが重い病気にかかってしまう。やがて青
年となったムハンマドは、夢をかなえるべくレバノ
ンの大人気オーディション番組への出場を決意す
る―。「占領」も背景として存在はしますが、そ
れよりも、歌と夢とがもつ、若者の人生と社会に
与えうる影響を、実話をもとにさわやかに描いた
好作品です。（細野）

タイの国体出場を目指すバレーボール・チーム。
新任の女性監督が新たに選抜した２名がともに
「オカマ」だったことから、チームは大混乱へ。し
かし周囲からの反感やチーム内での衝突を乗り
越え、チームは試合を勝ち進んでいく―。王道
スポーツものにLBGTの側からの視点を真摯に
盛り込んだ実話ベースの傑作。今回選考に一番
苦しんだのがこの「笑える」枠。個人的には、終
盤に彼（彼女?）らが陥る極度の不振の原因とそ
の解決策に、「納得!」の笑いでした。（細野）

9 No.329 2018 冬
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復
興
の
裏
で 

潰
さ
れ
る
人
権

「
い
っ
た
い
い
つ
に
な
っ
た
ら
正
義
が
こ

の
国
に
訪
れ
る
ん
だ
！
」。「
暴
力
で
抑
え

つ
け
る
や
り
方
は
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
時

代
の
苦
し
み
と
何
一
つ
変
わ
ら
な
い
！
」

あ
る
デ
モ
現
場
で
の
、
フ
ン
・
セ
ン
政　

権
に
対
す
る
人
び
と
の
心
か
ら
の
叫
び

だ
。３０

年
以
上
に
わ
た
り
首
相
が
変
わ
ら
ぬ

実
質
的
な
独
裁
体
制
を
続
け
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
。
そ
の
頂
点
に
は
、
元
ポ
ル
・
ポ
ト
軍

の
司
令
官
の
一
人
で
あ
っ
た
フ
ン
・
セ
ン

首
相
が
君
臨
し
て
い
る
。

そ
の
長
期
支
配
体
制
の
歪
み
が
も
た
ら

す
権
力
の
横
暴
は
、
異
を
唱
え
る
政
敵
を

時
に
暗
殺
し
、
人
権
の
確
立
を
求
め
る
人

び
と
を
弾
圧
、
投
獄
し
、
そ
し
て
変
革
を

求
め
る
声
と
動
き
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用

い
て
潰
し
て
い
く
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で

昨
今
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政

権
に
よ
る
大
虐
殺
と
内
戦
か
ら
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
復
興
の
姿
。
し
か
し
、
そ
の
社
会

の
深
部
で
は
、
人
間
の
尊
厳
を
か
け
た
切

な
る
闘
い
が
、今
も
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

恐
怖
の
圧
政
に 

立
ち
上
が
っ
た
人
々

私
は
、
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
、
２
０
０
３
年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
社

会
問
題
の
取
材
を
始
め
、
０７
年
か
ら
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
生
活
拠
点
を
移
し
、
集
中
的
に

取
材
を
続
け
て
い
る
。
特
に
こ
こ
５
年
間

は
、
フ
ン
・
セ
ン
政
権
に
よ
る
苛
烈
な
人

権
弾
圧
に
対
し
、
真
の
正
義
、
真
の
平
和

の
確
立
を
求
め
て
命
を
か
け
て
立
ち
上
が

る
人
々
の
姿
を
取
材
し
て
い
る
。

政
権
に
異
を
唱
え
る
人
び
と
へ
の
弾
圧

は
、
フ
ン
・
セ
ン
首
相
率
い
る
人
民
党
が

政
権
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
途

切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
き
た
。
そ
の
動

き
が
顕
著
に
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
、１３
年
の
総
選
挙
以
降
と
感
じ
て
い
る
。

総
選
挙
で
は
、
変
革
と
民
主
化
の
確
立

講演する著者の後ろのスライドに映るのは、2016年、フン・セン政権による権力の
横暴、人権弾圧や著名な政治評論家の暗殺に対し、強く抗議をする市民たち。

［寄稿］カンボジア、絶えゆく民主化への夢

カンボジア。独裁のなかに
生きる人 びとを 撮 る

１９80年、国交のなかった時代からカンボジアに関わり続け
るＪＶＣ。2017年１１月２１日、スピーカーにフォトジャーナリ
ストの高橋智史氏、ＪＶＣ元代表で顧問の熊岡路矢、事務局
長の長谷部貴俊、聞き手にジャーナリストの堀潤氏を迎えた
シンポジウム「カンボジア最前線２０１７」を開催した。満席
の会場で、登壇者全員が口を揃えた「弾圧が加速する」同国
で、１５年にわたり取材活動を続ける高橋氏に話を聞いた。

フォトジャーナリスト
高橋  智史
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を
掲
げ
誕
生
し
た
最
大
野
党
「
カ
ン
ボ
ジ

ア
救
国
党
」
が
、
人
民
党
を
瀬
戸
際
ま
で

追
い
詰
め
る
大
躍
進
を
果
た
し
た
。
そ
れ

と
同
調
す
る
よ
う
に
、
不
当
に
抑
え
つ
け

ら
れ
て
き
た
人
び
と
が
政
権
に
対
し
て
勇

気
を
も
っ
て
立
ち
上
が
り
、
激
し
い
デ
モ

を
繰
り
返
し
た
。
軍
や
立
法
機
関
を
始
め

と
し
た
主
要
な
国
家
機
関
の
ト
ッ
プ
を
人

民
党
で
占
め
、
自
分
た
ち
に
有
利
な
選
挙

態
勢
を
全
土
で
構
築
し
て
き
た
人
民
党
に

と
っ
て
、
そ
の
存
在
は
脅
威
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
変
革
を
恐
れ
た
政
権
は
、
救

国
党
や
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
も
弾
圧
の
手

を
伸
ば
し
、
人
権
活
動
家
た
ち
の
逮
捕
、

著
名
な
政
治
評
論
家

の
暗
殺
、
外
国
人
の

人
権
活
動
家
の
強
制

送
還
、
デ
モ
へ
の
取

り
締
ま
り
強
化
、
メ

デ
ィ
ア
、
市
民
へ
の

脅
迫
が
次
々
と
発
生

し
た
。

そ
し
て
、
今
年
７

月
に
５
年
ぶ
り
の
総

選
挙
を
む
か
え
る
中

で
開
催
さ
れ
た
昨
年

６
月
の
地
方
選
挙
で

も
、
政
権
の
意
に
反
し
、
救
国
党
が
大
き

な
躍
進
を
果
た
す
結
果
と
な
っ
た
。
若
者

が
多
い
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
最
大
の
観
光

都
市
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
、
地
方
都
市
コ
ン

ポ
ン
ト
ム
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
で
救
国
党

が
勝
利
を
収
め
た
。
真
の
社
会
正
義
、
そ

し
て
民
主
化
の
確
立
。
人
々
は
救
国
党
に

そ
の
願
い
を
託
し
た
。

最
大
野
党
が
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、 

メ
デ
ィ
ア
が
潰
さ
れ
て
も

だ
が
、
そ
の
願
い
の
灯
は
急
速
に
失
わ

れ
、
今
、
ま
さ
に
絶
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
地
方
選
挙
の
結
果
に
よ
っ
て
、
さ
ら

な
る
危
機
感
を
抱
い
た
政
権
は
突
如
、
救

国
党
党
首
ケ
ム
・
ソ
カ
ー
氏
の
逮
捕
に
踏

み
切
っ
た
。
昨
年
９
月
３
日
に
な
っ
た
ば

か
り
の
深
夜
の
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
他
の
救
国
党
党
員
に
も
逮
捕
の
手
が

伸
び
、
救
国
党
主
要
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が

国
外
へ
脱
出
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
１１
月
１７
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
最
高
裁
は

救
国
党
を
解
党
、
消
滅
に
追
い
込
む
決
定

を
下
し
、
変
革
の
希
望
を
託
さ
れ
て
い
た

救
国
党
は
権
力
に
よ
っ
て
葬
り
さ
ら
れ

た
。
人
民
党
に
対
抗
し
得
る
唯
一
の
最
大

野
党
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
消
え
た
日

だ
っ
た
。

そ
し
て
、
救
国
党
が
選
挙
で
勝
ち
得
た

は
ず
の
議
席
は
、
他
の
小
政
党
へ
分
配
さ

れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
逮
捕
さ
れ
て

い
る
ケ
ム
・
ソ
カ
ー
党
首
が
０２
年
に
創

設
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
代
表
す
る
人
権

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、C

am
bodian C

enter for 

H
um

an R
ights

（
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）
が
「
民

主
化
、
変
革
と
い
っ
た
外
国
人
の
考
え
方

に
追
従
し
て
い
る
」
と
い
う
理
由
で
政
権

に
よ
り
閉
鎖
命
令
が
下
さ
れ
た
。

弾
圧
は
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
内
戦

以
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

を
２４
年
間
リ
ー
ド
し
続
け
、
政
権
の
弾
圧

に
屈
せ
ず
報
じ
て
き
た
英
字
紙
「
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
デ
イ
リ
ー
」
が
、
突
如
政
権
に
よ

り
６
億
９
千
万
円
の
税
支
払
い
を
突
き
付

け
ら
れ
、
昨
年
９
月
４
日
に
廃
刊
に
追
い

込
ま
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
資
本
の
ラ
ジ
オ
メ
デ
ィ
ア
、

「
ラ
ジ
オ
フ
リ
ー
ア
ジ
ア
」
も
プ
ノ
ン
ペ

ン
支
局
が
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
、
同
社
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
２
名
も
、
ス
パ
イ
容
疑

を
か
け
ら
れ
逮
捕
さ
れ
た
。

政
権
に
と
っ
て
不
都
合
な
報
道
、
活
動

を
行
う
存
在
は
、
徹
底
的
に
潰
さ
れ
消
さ

れ
て
い
く
。
そ
れ
が
今
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

現
実
だ
。
政
権
は
、
今
年
７
月
の
総
選
挙

を
公
正
に
行
う
意
思
が
な
い
こ
と
を
、
一

連
の
弾
圧
で
世
界
に
見
せ
つ
け
た
。
今

は
、
恐
怖
の
圧
政
に
よ
り
デ
モ
を
行
う
こ

と
す
ら
で
き
な
い
。
権
力
に
し
が
み
つ

き
、
完
全
な
る
独
裁
政
権
へ
没
落
し
て
い

く
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
姿
が
今
、こ
こ
に
あ
る
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
不
正
義
の
中
で
涙

を
流
し
、
当
た
り
前
の
社
会
正
義
の
確
立

を
求
め
て
、
非
暴
力
で
立
ち
向
か
う
屈
せ

ざ
る
人
々
の
姿
を
伝
え
続
け
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
い
つ
の
日
か
、
彼
ら
の
望
む

未
来
が
こ
の
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
、
そ

の
歓
喜
の
姿
を
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
か
ら
見
つ

め
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
た
い
。

満員の来場者。大学生の姿も目立った

フォトジャーナリスト　高橋智史
日本大学芸術学部写真学科卒業。2003年からカンボ
ジアを中心にアジアの社会問題と人々の営みを撮り始
める。2007年よりカンボジアの首都プノンペンに拠点
を移し、秋田魁新報新聞連載「素顔のカンボジア」にて約
4年間、同国の記事を発表。現在も土地強制収容などの
人権問題に焦点を当て、Cambodia Daily, CNBC, 
The Guardianなどの英字メディアへの掲載を中心
に取材を続ける。2014年第10回名取洋之助写真賞、
2016年三木淳賞奨励賞受賞。著作:フォトルポルタージュ
「素顔のカンボジア」(秋田魁新報社)等。
公式ウェブサイト　http://satoshitakahashi.jp/
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相
互
扶
助
の 

子
ど
も
時
代

私
は
、
北
西
州
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
と
い
う

小
さ
な
村
で
祖
母
の
元
で
育
ち
ま
し
た
。

祖
母
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
カ
ボ
チ
ャ
、
豆

を
育
て
、
ヤ
ギ
、
鶏
、
羊
を
飼
い
、
そ
れ

ら
を
売
り
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
当

時
南
ア
フ
リ
カ
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下

で
し
た
が
、
買
い
物
に
行
か
ず
と
も
自
給

自
足
で
き
て
い
て
、
自
分
を
貧
し
い
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

祖
母
は
お
金
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
よ
く
料
理
を
多
め
に
作
り
、
近

所
の
困
っ
て
い
る
人
々
に
分
け
て
い
ま
し

た
。
彼
女
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
謙
虚
で
い
る
こ
と
、
自
分
が
も
つ
も

の
を
必
要
と
す
る
人
々
と
共
有
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
の
教
訓
は
、
今
の
私
に
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

祖
母
は
私
を
実
の
子
ど
も
の
よ
う
に
育

て
て
く
れ
ま
し
た
。
同
じ
村
に
は
学
校
に

行
け
な
い
子
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
祖
母

の
お
か
げ
で
私
は
学
校
に
行
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

そ
の
祖
母
を
１６
歳
で
亡
く
し
た
と
き
は

と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
地
域
の

人
た
ち
が
孤
児
に
な
っ
た
私
の
生
活
を
支

え
て
く
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
困
っ
て

い
る
人
が
い
れ
ば
互
い
に
助
け
合
う
相
互

扶
助
の
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
ジ
ョ
ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
の

叔
母
の
元
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
大
学
進
学

が
希
望
で
し
た
が
、
経
済
的
理
由
か
ら
行

け
ず
、
５
年
間
、
叔
母
が
運
営
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
手
伝
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
を 

サ
ポ
ー
ト
す
る

Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、「
Ｊ

Ｖ
Ｃ
が
専
門
学
校
へ
行
く
資
金
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
」
と
の
話
を
聞
い
た
こ
と
で
す
。

当
時
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
国
連
と
協
力
し
、
ア
フ
リ

カ
諸
国
か
ら
の
難
民
や
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

下
で
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
南
ア
フ

栃木県那須塩原市にあるアジア学院では、研修生たちが自分たちで作物を植え、家畜を育
て、実った稲を自ら収穫する。これまで何度か日本に来日はしていたが、田んぼに足を踏み
入れるのも、農作業を長期間にわたって実践するのも初めてだったドゥドゥ。湿度の高い日
本の夏に辟易しながらも、９ヶ月間の研修プログラムを完遂した。写真右はドゥドゥと同じ期
間にアジア学院でボランティアをしており、今回インタビューをしてくれた田中春音さん。

［報告］南アフリカ現 地スタッフの半生

人 生 で 学 ん だことを
子どもたちとの 活 動 に
ＪＶＣ南アフリカで働くＨＩＶ/エイズ事業のプロジェクトコーデ
ィネーターのドゥドゥジレ・ンカビンデ（通称ドゥドゥ）は、ＨＩＶ
陽性者の支援や生活改善のための家庭菜園の普及などに取
り組んでいる。このたび、農村リーダーを養成する栃木県の
アジア学院での９ヵ月間の研修のために来日し、リーダーシッ
プのあり方、地域資源を使った有機農業などを学んでいる。
南アフリカの現状、そして今回の経験を南アフリカでどう活
かすのかの展望を聞いた。

南アフリカ事業ＨＩＶ／エイズプロジェクトコーディネーター
ドゥドゥジレ・ンカビンデ

田中春音（２０１６年度東京事務所インターン）インタビューアー
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リ
カ
国
内
の
若
者
へ
の
専
門
学
校
進
学
を

支
援
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
れ
に
応
募
し
、
専
門
学
校
で
総
務
的

な
仕
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
校
へ
の
交
通
費
を
賄
う
た
め
、
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
事
務
作
業
を
手
伝
い
始
め
ま
し
た
。

卒
業
後
も
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続

け
、
１
９
９
８
年
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
と
て
も
ラ
ッ

キ
ー
で
し
た
。
私
は
ず
っ
と
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
で
地
域
へ

の
恩
返
し
を
望
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。

初
め
は
総
務
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
約

１０
年
前
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
事
業
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
う

よ
う
に
な
り
、
村
で
人
々
と
直
接
活
動
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
で
大
変
だ
っ
た
の
は
、
エ
イ
ズ
患

者
宅
の
訪
問
で
す
。
そ
の
苦
し
い
状
況
を

目
の
あ
た
り
に
す
る
の
が
辛
か
っ
た
。
ま

た
、
昔
と
比
べ
、
農
村
地
域
で
も
相
互
扶

助
の
関
係
が
弱
く
、
一
人
で
病
気
に
苦
し

ん
で
い
る
人
や
、
両
親
を
亡
く
し
た
子
ど

も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

私
は
地
域
の
母
親
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
協
力
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
や
、
両
親
を

失
っ
た
子
ど
も
の
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
支
援
は
、
簡
単
に
効
果
が
現
れ

ま
せ
ん
。
村
で
話
を
し
て
も
、
す
ぐ
に
村

人
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
徐
々
に
地
域
の
人
々
が
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
に
行
く
よ
う
に
な

り
、
自
暴
自
棄
だ
っ
た
陽
性
者
た
ち
が
適

切
に
服
薬
し
、
自
身
の
健
康
を
気
遣
い
始

め
る
な
ど
の
変
化
を
見
た
と
き
、
や
り
が

い
を
感
じ
ま
し
た
。

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で 

起
き
て
い
る
問
題

私
た
ち
が
支
援
し
て
い
る
地
域
で
は
、

仕
事
が
な
い
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
広
が
り
、

親
の
い
な
い
子
ど
も
な
ど
の
社
会
的
課
題

が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
貧
富
の
差
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
若
者
が
仕
事

探
し
に
都
市
へ
行
っ
て
も
仕
事
は
な
く
、

都
市
で
は
ス
ラ
ム
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
な
か
、「
フ
ー
ド
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
」は
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
す
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
で
私
た
ち
黒
人
の

暮
ら
し
は
破
壊
さ
れ
、
現
在
も
、
農
村
部

な
の
に
農
業
を
す
る
人
を
見
る
こ
と
は
わ

ず
か
で
す
。
そ
し
て
い
ま
だ
に
、
自
ら
の

た
め
で
は
な
く
「
白
人
た
ち
の
た
め
に
ど

こ
か
で
働
く
」
こ
と
が
仕
事
だ
と
い
う
意

識
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
仕
事
が
な
け

れ
ば
食
べ
物
を
得
る
手
段
が
な
い
の
で

す
。
多
く
の
若
者
が
都
市
に
行
く
た
め
、

農
業
人
口
も
減
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
農
業
に
し
て
も
、
多
く
の

農
家
が
Ｇ
Ｍ
Ｏ
（
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
）
の
種
を
そ
う
と
は
知
ら
ず
使
っ
て
い

ま
す
。
政
府
が
、
普
通
の
種
と
の
違
い
を

説
明
し
な
い
ま
ま
無
料
「
支
援
」
す
る
た

め
で
す
。
主
食
で
あ
る
パ
ッ
プ
の
原
料
は

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
す
が
、
南
ア
フ
リ
カ
で

は
９０
％
以
上
が
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
種
で
育
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

私
自
身
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
出
会
う
ま
で
自
国

の
農
業
や
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
問
題
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性

者
の
苦
し
み
を
知
ら
ず
、
社
会
に
あ
る
課

題
に
無
関
心
で
し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
の
活
動

は
、
自
分
の
目
を
開
か
せ
て
く
れ
た
。
私

の
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

で
す
。ア

ジ
ア
学
院
で
の
学
び
と 

実
践
し
た
い
こ
と

ア
ジ
ア
学
院
の
研
修
で
は
、learning 

by doing
（
実
戦
で
学
ぶ
） 

と
い
っ
て
、

頭
に
あ
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
自
身
の

経
験
や
実
践
を
伴
っ
て
こ
そ
本
当
に
理
解

し
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
周
り
の

環
境
を
変
え
た
け
れ
ば
、
ま
ず
自
ら
実
践

し
て
変
わ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

も
う
一
つ
学
ん
だ
の
は
、
栄
養
と
健
康

の
重
要
性
で
す
。
自
然
を
尊
重
し
、
有
機

農
業
を
通
し
て
自
分
で
食
べ
物
を
育
て
る

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分

自
身
の
人
生
を
ケ
ア
し
て
生
き
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
特

に
子
ど
も
た
ち
と
の
活
動
で
活
か
し
た

い
。
人
生
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
、
ど
こ

に
価
値
を
お
く
の
か
、
そ
ん
な
考
え
方
も

伝
え
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
時
代
に
学
ん

だ
こ
と
は
、
そ
の
子
の
将
来
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
私
た
ち
が
い
い
例
に
な
れ

ば
、
言
葉
で
伝
え
な
く
と
も
、
子
ど
も
た

ち
は
そ
れ
に
習
い
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
都
会
に
行
こ
う
と
す
る
若
者
が

多
く
い
る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
に
、
自
分

の
暮
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
も
で
き
る

こ
と
が
あ
る
と
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
将
来
を
担
う
希
望
で

す
。
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

は
私
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
な
の
で
す
。

◎注3…JVCサイトより｡http://ngo-jvc.info/2x2DkUP　◎注4…http://bit.ly/2v4IP8U　署名活動は継続中。
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「
独
立
」
を
求
め
た 

住
民
投
票

イ
ラ
ク
中
央
政
府
は
２
０
１
７
年
１０
月

１５
日
夜
か
ら
１６
日
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の

活
動
地
で
も
あ
る
イ
ラ
ク
中
北
部
の
都
市

で
あ
る
キ
ル
ク
ー
ク
に
進
軍
し
ま
し
た
。

１６
日
未
明
、
キ
ル
ク
ー
ク
市
郊
外
に
お
い

て
イ
ラ
ク
軍
と
ク
ル
ド
人
戦
闘
員
ら
の
間

で
局
地
的
な
武
力
衝
突
が
起
こ
り
、
イ
ラ

ク
軍
は
油
田
、
発
電
所
、
基
地
な
ど
主
要

施
設
を
制
圧
し
ま
し
た
（
注
１
）。
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
で
あ
る
現
地
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
の
代
表
で
あ
る
ア

リ
ー
氏
か
ら
、「
昨
夜
の
攻
撃
は
本
当
に

怖
か
っ
た
」
と
、
普
段
「
怖
い
」
と
い
う

言
葉
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
彼
か
ら
こ
の
よ

う
な
表
現
で
連
絡
が
き
た
こ
と
か
ら
、
現

地
の
緊
迫
し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
数
万
人
の
市
民
が
バ
ス
な

ど
で
キ
ル
ク
ー
ク
を
離
れ
、
ク
ル
ド
人
自

治
区
の
中
心
都
市
ア
ル
ビ
ル
な
ど
へ
避
難

し
た
そ
う
で
す
（
ク
ル
ド
自
治
区
か
ら
の

国
際
便
も
運
行
停
止
し
た
た
め
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

が
昨
年
１１
月
に
予
定
し
て
い
た
ア
リ
ー
氏

の
招
聘
も
延
期
と
な
り
ま
し
た
）。

こ
の
衝
突
の
背
景
に
は
、
昨
年
９
月
２５

日
に
イ
ラ
ク
の
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
地
域
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
、
イ
ラ
ク
中
央
政
府

か
ら
の
分
離
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
の
実
施
が
あ
り
ま
す
（
投
票
の
結
果
、

９
割
以
上
が
独
立
に
賛
成
、
注
２
）。
イ

ラ
ク
中
央
政
府
を
は
じ
め
近
隣
国
や
米
欧

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
の

住
民
投
票
に
対
し
て
、
イ
ラ
ク
中
央
政
府

は
投
票
そ
の
も
の
の
無
効
化
を
要
求
、
ク

ル
ド
自
治
政
府
に
対
し
て
経
済
制
裁
な
ど

の
圧
力
を
強
め
ま
す
。
ク
ル
ド
自
治
区
の

経
済
的
な
生
命
線
で
あ
る
原
油
生
産
拠
点

（
埋
蔵
量
は
１
１
５
０
億
バ
レ
ル
で
世
界

第
３
位
、
イ
ラ
ク
国
内
で
最
大
）
を
軍
事

的
に
奪
う
こ
と
で
、
締
め
付
け
を
強
め
る

姿
勢
を
み
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
約
１
ヵ
月
前
の

昨
年
８
月
末
、
キ
ル
ク
ー
ク
で
行
わ
れ

昨年８月に訪問した際のキルクークの市街地は普段どおり
だった。独立を問う住民投票の１ヵ月前であり、今にして思え
ば、「嵐の前の静けさ」だったのかもしれない。

［報告］イラク北部の現状について

分 離 独 立を 求 め る
住 民 投 票 をきっか け に
深 まる混 迷
昨年９月、イラク北部で実施されたクルド人自治区の独立の
是非を問う住民投票。しかしイラク政府からは投票そのもの
の違法性を指摘されており、軍事的な衝突まで招いてしまっ
ている。その背景にある状況を、現地で見聞きしたこととあ
わせて報告する。

イラク事業担当
池田  未樹

◎注１…BBC news “Kirkuk: Iraqi forces capture key sites from Kurds”（2017年10月16日付）http://ngo-jvc.info/2Dh04XZ　
◎注２…BBC news “Iraqi Kurds offer to 'freeze' independence referendum result” （2017年10月25日付）
http://ngo-jvc.info/2DgXWQE
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た
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
視
察
の
た
め
、
筆
者
は
Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｎ
の
事
務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
選

挙
を
約
１
ヵ
月
後
に
控
え
た
街
に
は
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
広
告
な
ど
が
あ
る
わ
け
で
も

な
く
、
以
前
訪
問
し
た
時
と
変
わ
ら
な
い

落
ち
着
い
た
様
子
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
衝
突
の
情
報
を
聞
い
た
時
に
、
訪

問
時
の
雑
談
の
中
で
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
ス

タ
ッ
フ
の
ラ
ミ
ア
さ
ん
が
「
こ
の
後
、
キ

ル
ク
ー
ク
で
何
か
起
こ
る
気
が
す
る
」
と

不
安
混
じ
り
に
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
そ
の
不
安
が
、
図
ら
ず
も

的
中
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ク
ル
ド
自
治
区
が 

置
か
れ
て
い
る
状
況

ク
ル
ド
自
治
政
府
の
財
政
は
イ
ラ
ク
中

央
政
府
か
ら
の
歳
入
に
頼
る
部
分
が
大
き

く
、
中
央
政
府
の
歳
入
の
約
１２
％
が
毎
月

ク
ル
ド
自
治
政
府
へ
送
金
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ク
ル
ド
自
治
政
府
は
０７
年
頃
か
ら
域

内
の
油
田
を
海
外
の
石
油
会
社
に
開
放
す

る
な
ど
本
格
的
に
油
田
開
発
を
開
始
、
１３

年
の
末
に
は
ト
ル
コ
政
府
の
支
援
を
得
て

ト
ル
コ
経
由
地
中
海
向
け
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

は
、
中
央
政
府
が
管
理
し
な
い
と
こ
ろ
で

イ
ラ
ク
産
の
石
油
が
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

供
給
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
、
中

央
政
府
は
翌
１４
年
、
ク
ル
ド
自
治
政
府
へ

の
制
裁
措
置
と
し
て
予
算
送
金
を
ス
ト
ッ

プ
し
ま
し
た
（
注
３
）。
ク
ル
ド
自
治
政

府
の
歳
入
は
約
８
割
を
こ
の
中
央
政
府
か

ら
の
送
金
が
占
め
て
い
た
た
め
、
大
き
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
同
年
６
月
以
降
は
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）

の
影
響
か
ら
ク
ル
ド
自
治
区
に
流
入
し

た
国
内
避
難
民
（
以
下
Ｉ
Ｄ
Ｐ
）
は
約

１
０
０
万
人
以
上
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
急
激
な
人
口
増
加
は
受
入

地
域
の
上
下
水
道
や
電
気
等
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
を
逼
迫
さ
せ
、
家
賃
や
交
通
費
を
含

む
物
価
が
高
騰
す
る
一
方
で
、
労
働
賃
金

は
低
下
し
、
病
院
で
の
医
薬
品
の
不
足
か

ら
、
受
入
地
域
の
中
に
は
Ｉ
Ｄ
Ｐ
に
反
感

を
抱
く
人
も
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｄ

Ｐ
の
ふ
り
を
し
て
市
内
に
侵
入
す
る
戦
闘

員
に
対
す
る
治
安
上
の
強
い
警
戒
感
か

ら
、
Ｉ
Ｄ
Ｐ
と
地
元
住
民
の
緊
張
が
高

ま
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

中
央
政
府
か
ら
の
送
金
停
止
、「
イ
ス

ラ
ム
国
」
の
脅
威
、
ま
た
同
時
期
に
進
行

し
て
い
た
国
際
的
な
原
油
価
格
の
下
落
な

ど
か
ら
、
ク
ル
ド
自
治
区
の
経
済
は
大
打

撃
を
受
け
ま
し
た
。
自
治
政
府
は
対
策
と

し
て
１４
年
末
、
ク
ル
ド
自
治
政
府
が
イ
ラ

ク
政
府
に
石
油
の
開
発
権
を
引
き
渡
す
こ

と
と
引
き
換
え
に
、
再
度
予
算
配
分
を
得

る
と
い
う
政
治
合
意
を
結
び
ま
し
た
。
し

か
し
、
ク
ル
ド
側
が
引
き
渡
し
た
石
油
量

と
中
央
政
府
か
ら
の
送
金
額
を
巡
っ
て
諍

い
が
絶
え
ず
、
半
年
も
せ
ず
に
こ
の
合
意

は
破
棄
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
４
）。

原
油
価
格
が
い
ま
も
下
げ
止
ま
っ
た
ま

ま
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
中
央
政
府
か
ら

の
送
金
が
あ
っ
た
と
し
て
も
財
政
赤
字
は

止
め
ら
れ
ず
、
ク
ル
ド
自
治
政
府
は
「
持

続
可
能
」
な
経
済
構
造
を
構
築
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
ク
ル
ド

自
治
政
府
は
そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
１６
年
１
月
か
ら
公
務
員
給
与
を
１５
％

〜
７５
％
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
給
与
支
出

を
２５
％
も
削
減
し
ま
し
た
（
注
５
）。
前

述
の
ア
リ
ー
氏
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

ジ
ュ
ワ
ン
さ
ん
は
キ
ル
ク
ー
ク
市
の
東
に

あ
る
ス
レ
イ
マ
ニ
ア
市
の
大
学
で
公
務
員

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、
５
８
０
ド
ル

の
給
与
の
う
ち
２
８
５
ド
ル
し
か
受
け
取

れ
て
い
な
い
と
言
い
ま
す
。
ス
レ
イ
マ
ニ

ア
市
内
で
は
こ
の
給
与
減
額
に
対
し
て
デ

モ
が
頻
繁
に
お
き
て
お
り
、
ジ
ュ
ワ
ン
さ

ん
も
同
僚
と
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
そ

う
で
す
。
彼
女
は
「
党
が
国
営
企
業
の
よ

う
に
な
っ
て
い
て
自
治
政
府
の
収
入
が

い
っ
て
い
る
。
汚
職
や
賄
賂
も
多
い
。
多

く
の
公
務
員
の
給
与
が
出
て
お
ら
ず
、
キ

ル
ク
ー
ク
を
含
め
て
ク
ル
ド
自
治
区
で
は

経
済
が
回
っ
て
い
な
い
。
私
た
ち
に
と
っ

て
財
政
的
負
担
は
死
活
問
題
だ
わ
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
議
会
選
挙
に 

向
け
て

こ
う
し
た
影
響
の
発
端
と
な
っ
た
昨
年

の
住
民
投
票
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
に
反

対
す
る
ア
ラ
ブ
系
議
員
が
多
数
を
占
め
る

イ
ラ
ク
議
会
は
、
自
治
区
の
外
に
あ
り
な

が
ら
住
民
投
票
の
実
施
を
決
定
し
た
キ
ル

ク
ー
ク
県
の
知
事
の
解
任
を
決
め
、
こ
れ

に
ク
ル
ド
側
が
強
く
反
発
す
る
な
ど
、
対

立
は
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
５
月
に
は
イ
ラ
ク
議
会
選

挙
及
び
地
方
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
今
後
、
選
挙
に
向
け
て
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
引
き

続
き
現
地
の
状
況
を
追
っ
て
い
き
ま
す
。

◎注３…吉岡明子「経済的自立を模索するイラク・クルディスタン」『アジ研ワールド・トレンド』アジア経済研究所、2017年、P10
◎注４、◎注５…注３と同一、P11
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イラク北部キルクークの現地NGO
でJVCのパートナー団体でもある
INSANの代表アリー氏と管理部門を
担当するアソ氏が、12月7日から約
10日間の日程で来日した。
今回で3回目となる新潟で開催した

非暴力トレーニングの講習では、新潟
国際情報大学教授でJVC理事でもあ
る佐々木寛先生から、キルクークにお
いて子どもたちを対象に実践可能な
様々なワークを2日間に渡って指導し
ていただいた。今回は、「ワークで実
施した内容を帰宅後に両親との話題に
使えるように」という目的で、様々な
ツールを使ったワークを行った。

その後、アリー氏は富山
県、三重県にて講演した。
今回で4度目となるチュー
リップ栽培の盛んな富山
での講演では、来場者か
ら「童謡『チューリップ』
をイラクの子どもたちに
歌ってほしい。この歌は多様性を受け
入れることについて良い歌詞だ」と富
山のチューリップ球根がアリー氏にプ
レゼントされた。また、アソ氏はJVC
東京事務所にて、カメラなどの広報機
材の使い方やそれで得た素材を発信す
る上での留意点、またジャーナリズム
に関しての研修を受けた。

最終日には、JVCスタッフと一部
メディアを招いて内部報告会を実施し
た。8月末から約1ヵ月間にわたって
実施された国内避難民と受け入れコ
ミュニティの子どもたちを対象にした
平和教育の様子や、また、10月の軍事
衝突の背景や11月の地震のことにつ
いても報告があった。（池田）

イラク

現地パートナー団体を招へい

国際社会の仲介努力が実り、12月
21日に政府と反政府各派による停戦
合意が交わされた。しかし、すでに一
部で合意に反して戦闘が行われてお
り、先行きの不透明感は強い。
11～ 12月にかけてスタッフの今

井を首都ジュバに派遣。昨年9月から
実施してきた緊急支援に区切りを付
け、国内避難民キャンプの子どもたち
への学用品支給など就学支援を開始し
た。キャンプの女性たちとの話し合い
では、食料不足に対して、自分たちで
小さな市場を開設して手づくりの菓子
や家庭菜園の野菜を販売するなどの収
入向上活動が始まっていることが分
かった。このような動きを広めるため
の支援を新年度に向けて計画してい
る。（今井）

朝鮮半島を巡る軍事的緊張が続いて
いる。JVCは他NGOと共同で9月
22日にポジションペーパー「東北ア
ジアの平和は武力では実現できない 
－私たちは、市民による顔の見える交
流と対話をこれからも続けます」を発
表。軍事挑発ではなく対話の重要性を
訴え、朝鮮民主主義人民共和国（北朝
鮮）と市民レベルでの交流を継続する
立場を表明した。
『南北コリアと日本のともだち展』実
行委員会では、11月に中国を訪問、吉
林省延辺朝鮮族自治州の延吉市少年児
童図書館で絵画制作ワークショップを
実施した。12月に訪朝報告会を開催
し、8月の訪朝メンバーに交流の様子
などを報告していただいた。

（今井）

10月1日～22日までの約3週間、
タイから5名のNGOスタッフ、都市農
業の実践者、若手農家が来日し、日本各
地での有機農業の取組みを視察した。地
域の自給と共に、生産者と消費者がつな
がる「安全な食の流通」システムをタイ
で構築するために日本での先行事例を学
ぶことが目的。生活協同組合（生活クラ
ブ生協）や市民農園（八街ふれ愛オーガ
ニックファーム、自給農園ミルパ）、食と
エネルギーの地域循環の取組み（埼玉県
小川町）を視察。生活クラブでは理念に
留まらず、取引先の農家の実践、流通セ
ンターでの取組み、組合員（消費者）の
思いを聞くなど、生産から食卓まで一連
の流れを学ぶことができた。

（下田）

南スーダンコリアタイ

国内避難民キャンプでの支援絵画交流『南北コリアと日本の
ともだち展』／大学生交流

日・タイ経験交流

9月後半 ～ 12月前半

新潟で非暴力トレーニングの研修を受けるアソ氏。どのような能力を
持っていれば平和をつくることが可能か、チームで話し合いながら可
視化し整理する

J V Cは現在、11の国・地域で活動しています。
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◎出生登録支援：避難民児童が就学機会や5歳以下の医療費
免除を得るための出生登録支援は、11月までに3地域で全
ての手続きが完了し、525名に登録証が発行された。11月
15日に社会福祉省、児童相談所、JVCの共催により登録証
授与式が行われた。裁判所、内務省などの事業関係者や国連
関係者、各対象地域から出生登録を取得した母親の代表も参
加し、支援に対する感謝の言葉が述べられた。
◎小学校支援：多くの学校で教室用の机いすが不足している
ため、修理および新規製作分あわせて1,030セットの机い
すを11校に支援した。
◎井戸支援：井戸の再掘削について、2学校の敷地内または
敷地近くでの掘削に成功し、それぞれハンドポンプを設置し
た。また、一部帰還がみられるリフ・アシャギ郡において、
給水施設などの状況調査を開始した。（橋本）

新規プロジェクトのMoU（現地政府との活動契約）申請
作業を進めている。県での最終的な承認を得て、中央省庁で
の手続きに入った。
同時に、活動の本格的な開始に向けての準備を進めている。

全スタッフに対してラオスの農村の問題を一から考え直し、
その解決のための活動を考える研修を行った。またその活動
に求められる技術、知識に関する研修を行った。村人にとっ
て必要なものとして見えてきた土地と自然資源を守るために
必要となる地図についての研修を行った。特に担当スタッフ
2人に対しては、詳細な地図の仕組みや作図方法などについ
て共有した。また、村人の生活や社会全体の持続的発展に貢
献するための法律・政策に関する活動の意義とデータ収集の
方法を担当スタッフと共有した。あわせて、新規対象村選定
調査に関しての研修を行い、村での聞き取りにおける注意点
についての議論や事前の情報収集なども進めた。
9月にNGOグループによる国会議員、県人民議会議員に
対する土地問題についてのワークショップにスタッフ1人が
参加し、農村の土地問題とそれに取り組む活動について彼ら
と意見交換する機会を持った。（山室）

2017年度はHIV/エイズ関連事業の最終年にあたる。活
動は、村の子どもケアセンターのボランティアとセンターに
通う10代の青少年約100名を主な対象として実施している。
9月に入り、新たな行政区分に反対する地域の住民によるス
トライキが再発、ケアセンターも閉鎖され、約1.5ヵ月活動
村に入れなくなった。10月下旬に、子どもケアセンターの
ボランティアを連れて、青少年活動において研修を実施して
きた講師が所属する団体を訪問（他州）、同団体のスタッフら
と経験交流し、ボランティアたちがセンターを運営において
抱える課題の対応方法について学んだ。また、青少年による
家庭菜園作りにおいては、自宅に水やフェンスがなくて菜園
作りが開始できない青少年を対象に、村内トレーナーの自宅
の敷地内のスペースを提供、菜園作りとモニタリングを開始
した。（渡辺）

◎若者のレジリエンス・地域保健の向上事業（東エルサレム）：
保健委員会の生徒たちは、様々なトレーニングをこの一年間
を通して410時間以上受講しており、そこで得た知識を他
の生徒に伝えるとともに、自身が通う学校や地域に貢献する
活動（例えば健康な食習慣を促進するイベントの開催など）
を実施している。そこで、生徒たちによるこうした活動を集
めて発表し上位校を表彰する発表会が提案された。これを、
本事業の最終年度である来年度に実施することをパレスチナ
自治政府教育省と合意した。
◎栄養失調予防事業（ガザ地区）：ガザ地区で最も脆弱な地
域であるマガジ・ブレイジ難民キャンプにおいて4月から実
施していた本事業は、11月末で終了した。これまでに、30
人の女性のボランティアによるカウンセリングで、幼い子ど
もを持つ3,701人の母親が、子どもの健康・栄養・発達に
関する知識を得た。また、グループ単位での意識向上セッ
ション（前述の知識提供に加えて調理実習なども含む）を
404回実施した。これらの取り組みにおいて、特に育児面に
関しては「前向き子育て」講習に基づいて実践してきた。ま
た、1,500人の子ども（6～ 59ヵ月まで）に関して成長度
合いが確認され、発育の遅れや障がいが見られる子どもにつ
いては適切な対処がとれるよう対応してきた。（山村）

スーダン

ラオス

南アフリカパレスチナ

紛争による避難民・
難民への支援
（南コルドファン州）

農業・農村開発／
土地森林保全事業
（サワナケート県）

ＨＩＶ陽性者支援
（リンポポ州）

若者のレジリエンス向上
事業／栄養失調予防事業
／アドボカシー

出生登録証を受け取った子どもたち

地域の幼稚園に出向いてイベントを開催
することで、子どもたちに楽しい時間を
提供するヒズマ地域の保健委員会のメン
バー（東エルサレム）

青少年対象の研修において講師を務めて
きてくれたケトさん。ボランティアたち
は、彼の所属する団体から資金調達の方
法なども学んだ

衛星写真を使った村での調査についての
研修
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11月19日、20日、防災集団移転のアドバイザー派遣を
実施した。防災集団移転のアーカイブの目的で、協議会の役
員や住宅再建を果たした住民へのヒアリングを行った。ま
た、11月22日には、プロカメラマンが共同建設方式によっ
て再建した住宅の写真撮影を行った。
鹿折地区の災害公営住宅（市営鹿折南住宅）において、行

政や地元の支援団体と連携しながら住民の自治会づくりをサ
ポートしてきたが、10月29日に自治会設立総会が開催され
た。4月末の自治会準備会発足以来、準備会メンバーと共に
検討を進めてきた自治会の会則や役員体制、事業計画などが
原案通り承認され、市営鹿折南住宅自治会が発足した。
浦島地区の地域活性化に取り組む一般社団法人の設立につ

いて、設立時社員になることを希望した住民有志5名と共に
準備を進めている。10月以降は、一般社団法人設立に至る
までの具体的な手続きの流れを明らかにした上で、定款の記
載内容や事業計画について詳細な検討を重ねている。今後
は、より多くの協力者が得られるように、改めて地域住民へ
の協力呼びかけを進めていく。（横山）

学校での保健活動が積極的に行われた。これまでも継続し
てきた壁新聞（生徒が自分で選んだ保健のテーマについて調
べ、作文にしたものをポスターのように編集して校内に掲示
する取り組み）に加え、有志の教員によって構成されている
「学校保健協議会」によって、応急処置の研修、風邪予防キャ
ンペーン、トイレ掃除などの保健活動が企画・実施された。
また、初めての試みとなる校庭でのスポーツ・デイの開催に
向けても準備が始められている。　
村の女性たちによる保健活動も引き続き実施されている。
この期間には文字の読み書きができるメンバーたちに向けて
３日間の研修を行い、妊娠・出産に関わるケアなどの保健の
知識向上を図るとともに、地域活動の持続性について話し合
う場を持った。今年度、彼女たちは村の女性の保健教室の集
まりで記録を取るなど、教室をコーディネートする女性地域
保健員(CHW)の心強い補佐役となっている。女性が社会に
出て活動することが慣習的に難しい中で、自主的に自身の卒
業校に赴いて保健教育を実施するなど活躍している。

（竹村）

気仙沼アフガニスタン

鹿
ししおり

折地区での
復興支援

地域保健活動／
平和活動
（ナンガルハル県）

◎NGO・外務省定期協議会2017年
度　第2回ODA政策協議会（12月
13日）：谷山・長谷部・渡辺が参加。
◎2017年度第2回NGO-JICA協
議会（10月16日）：長谷部・渡辺が
TV会議で参加。
◎第66回財務省NGO定期協議会
（12月21日）：渡辺が参加。
◎JICA環境社会配慮助言委員会（10
月13日）：渡辺が環境社会配慮ガイ
ドライン見直しプロセスに関する議論
に参加。
◎渡辺のモザンビーク入国拒否問題に
関して、署名サイトChange.orgで
集めた4,516筆の署名を外務省（→
河野外務大臣）に10月18日に提出。

（渡辺）

食料確保の手段を多様化させること
を目的に、多年生の食用植物（チャヤ、
モリンガ―）の栽培を奨励する活動と
して、それらの調理方法や栄養を伝え
る調理実習を実施した。
住民が利用できる食料資源を増やす

ための食品加工研修を10月から順次
開始している。過去の研修で現在も食
品加工を自分たちで行っているドン
ソック村の女性が講師となり、酢漬け
や塩漬けなどの実習を6村で始めてい
る。
12月～ 2月にかけて実施予定の植

林にむけた苗木作りを住民の協力を得
ながら進めている。
12月8日に現地調整員として大村

を派遣しカンボジア駐在を開始した。
（下田）

引き続き原町区の大町災害公営団地で
の住民主導によるコミュニティづくり支
援（サロン運営）を継続している。大町
の取り組みは、徐々に住民主体のコミュ
ニティづくりのモデルケースとして認知
され始めた。大町と復興公営団地（原発
被災者向け）の住民間の交流を進めてき
ており、12月には大町で「クリスマス会」
を住民が開催。準備や当日の運営を住
民自身で行い、75人の参加者があった。
今年１月には孤独死防止の先進事例、千
葉県松戸市常盤平団地地区社協の方を
南相馬に招き、研修会を開催予定。現在
JVCが支援する大町災害公営団地のサ
ロンは常盤平団地をモデルに運営体制の
構築を行った。

（白川）

調査研究・政策提言カンボジア南相馬
外務省・JICAとの政策協議／
各種提言

農村における生業改善支援／
環境教育／試験農場

災害公営住宅での
サロン運営

鹿折南住宅自治会設立総会で挨拶する自治会
役員

学校での風邪予防キャンペーンにて。マ
スクをつけ、衛生環境向上のためのパン
フレットを掲げている
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「
植
民
地
時
代
よ
り
悪
い
」
開
発

2
0
1
7
年
11
月
28
日
、
J
B
I
C
は
、

民
間
銀
行
団
と
と
も
に
、
三
井
物
産
と
ブ
ラ
ジ

ル
資
源
大
手
V
a
l
e
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北

部
で
実
施
す
る
鉄
道
・
港
湾
開
発
に
対
し
、
総

額
27
・
3
億
ド
ル
（
約
3
0
8
0
億
円
）
の

協
調
融
資
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
（
注
2
）。

こ
の
う
ち
約
10・3
億
ド
ル（
1
1
6
3
億
円
）

が
J
B
I
C
か
ら
融
資
さ
れ
、
併
せ
て
日
本

貿
易
保
険
に
よ
る
1
0
0
0
億
円
規
模
の「
保

険
引
き
受
け
」
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
公
的
資
金
、
す
な
わ
ち
我
々
の
税
金
か
ら
拠

出
さ
れ
る
。

ナ
カ
ラ
回
廊
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
①
内

陸
や
沿
岸
部
で
資
源
開
発
、
植
林
お
よ
び
農
業

開
発
を
行
い
、
②
そ
の
運
搬
（
輸
出
）
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
先
の
鉄
道
・
港
湾
整

備
な
ら
び
に
道
路
整
備
を
行
う
、
と
い
う
も
の

だ
。
広
範
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
物
流
網
）

の
構
築
に
よ
る
経
済
成
長
が
謳
わ
れ
る
が
、
Ｊ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
融
資
決
定
に
あ
た
っ
て
は
「
日
本
の

鉱
物
資
源
の
確
保
お
よ
び
安
定
供
給
を
支
援
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
資
源
を
外
へ
外
へ
と
出

す「
植
民
地
」型
の
事
業
だ
。

実
は
、
14
年
頃
よ
り
、
こ
の
鉄
道
整
備
事
業

に
対
す
る
懸
念
の
声
が
現
地
か
ら
届
け
ら
れ
て

い
た
。
14
年
の
調
査
時
に
は
、
整
備
事
業
に
よ

り
そ
れ
ま
で
の
旅
客
車
が
石
炭
を
運
ぶ
貨
物
車

へ
と
変
わ
り
、
人
々
が
生
活
の
足
を
失
い
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
駅
周
辺
は
人
の
往
来
が
多

く
、
農
産
物
を
売
り
に
来
た
農
民
や
乗
客
の
間

の
売
買
で
非
常
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
が

16
年
に
な
る
と
、
状
況
が
劇
的
に
悪
化
し
て
い

た
。
①
旅
客
車
が
さ
ら
に
減
り
、
駅
周
辺
が
閑

散
と
し
て
農
民
ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
失
わ
れ

た
、
②
線
路
が
地
面
か
ら
３
m
ほ
ど
掘
ら
れ
て

敷
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
陸
橋
が
渡
さ
れ
な

い
た
め
に
救
急
車
が
通
れ
な
く
な
る
、
線
路
を

徒
歩
で
横
断
す
る
際
に
転
落
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
る
、
③
強
制
立
ち
退
き
に
あ
い
、
補
償

の
な
い
ま
ま
住
居
や
農
地
を
失
う
農
民
が
少
な

か
ら
ず
発
生
、な
ど
で
あ
る（
注
３
）。
現
地
の

人
々
が
「
植
民
地
時
代
よ
り
悪
い
」
と
も
ら
し

て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

環
境
影
響
評
価
は

企
業
の
も
の
？

そ
の
直
後
の
16
年
11
月
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が
同
鉄

道
・
整
備
事
業
に
掛
か
る
環
境
影
響
評
価
（
Ｅ

Ｉ
Ａ
）
を
終
え
、
融
資
決
定
を
検
討
し
て
い
る

と
の
情
報
が
入
り
、
私
た
ち
は
本
件
に
関
す
る

財
務
省
・
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
と
の
協
議
を
開
始
し
た
。

そ
こ
で
は
、
現
地
の
被
害
状
況
を
共
有
、
日
本

政
府
と
し
て
の
対
応
を
尋
ね
る
と
と
も
に
Ｅ

Ｉ
Ａ
英
語
版
の
共
有
を
求
め
て
き
た
（
注
４
）。

こ
れ
に
対
し
て
は
、「
補
償
は
支
払
わ
れ
て
い

る
」「
被
害
へ
の
対
応
は
な
さ
れ
て
い
る
」と
の

説
明
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
（
全
長
９
１
２
㎞

の
う
ち
「
影
響
が
大
き
い
と
判
断
し
た
」
88
ヵ

所
だ
け
だ
が
）。
し
か
し
、
88
ヵ
所
の
具
体
的

な
場
所
や
対
応
内
容
の
情
報
は
い
ま
だ
公
表
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
英
訳

版
は
「
企
業
の
も
の
だ
か
ら
」
企
業
側
と
交
渉

す
る
よ
う
言
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
三
井
物
産
か

ら
は
、
こ
ち
ら
が
英
訳
版
を
ど
こ
か
で
引
用
し

て
使
え
ば
即
座
に
訴
え
ら
れ
か
ね
な
い
内
容
の

守
秘
義
務
契
約
が
一
方
的
に
送
ら
れ
て
き
た
。

同
事
業
に
は
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
を
通
じ
て
多
額
の
税
金

が
投
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
E
I
A
の

翻
訳
が
企
業
の
所
有
物
と
さ
れ
る
の
か
。
そ
ん

な
論
理
で
情
報
の
秘
匿
が
許
さ
れ
て
い
い
の

か
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
協
議
が
継
続
さ
れ
、現

地
の
被
害
回
復
が
確
認
さ
れ
な
い
な
か
、
今
日

の
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
融
資
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
を
問
う

今
、
か
つ
て
「
人
々
」
の
た
め
だ
っ
た
は
ず

の
援
助
は
、「
貿
易
」「
投
資
」の
た
め
だ
と
堂
々

と
謳
わ
れ
、
官
民
連
携
の
掛
け
声
の
も
と
、
投

資
促
進
の
た
め
と
し
て
巨
額
の
税
金
が
企
業
に

つ
ぎ
こ
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
「
現
地
に
経
済
成

長
を
も
た
ら
す
」
と
さ
れ
る
開
発
の
実
態
は
、

先
に
見
て
き
た
と
お
り
だ
。
そ
し
て
農
民
た
ち

は
、
自
分
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
闘
う
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
企
業
の
存
在

は
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
世
界
中
の
ど

こ
か
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
、
こ
ん
な
犠
牲
を
強

い
る
や
り
方
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
中
、
国
際
的
に
は
こ
ん
な
動
き
も

始
ま
っ
て
い
る
。
国
連
人
権
委
員
会
で
は
11
年

に
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」

が
承
認
さ
れ
、
現
在
は
「
多
国
籍
企
業
の
人
権

侵
害
を
規
制
す
る
た
め
の
新
た
な
国
際
条
約
」

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
17
年

3
月
、
国
連
に
「
小
農
と
農
村
で
働
く
人
々
の

権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
」
が
提
出
さ
れ
、
採

択
に
向
け
て
協
議
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
述
べ
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
一
例
は
、
国
際
的

な
流
れ
と
連
動
し
、
世
界
で
共
通
し
た
課
題
が

見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

答
え
は
簡
単
に
は
出
な
い
け
れ
ど
、
ど
ん
な

世
界
を
作
っ
て
い
き
た
い
の
か
。
私
た
ち
が
ひ

と
り
ひ
と
り
考
え
「
続
け
る
」
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
も
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
枠
を
超

え
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
に
目
を
向
け
、
動

き
始
め
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

プロサバンナ事業    第21回

「
官
民
連
携
」に
お
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
責
任
を
ど
う
問
う
の
か

日
本
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北
部
で
注
力
す
る
事
業
は
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ

だ
け
で
は
な
い
。
北
部
５
州
（
ナ
ン
プ
ー
ラ
、
ニ
ア
サ
、
ザ
ン
ベ
ジ
ア
、

カ
ー
ボ
デ
ル
ガ
ド
、
テ
テ
）
で
行
わ
れ
る
「
ナ
カ
ラ
回
廊
開
発
」
が
あ
り
、

農
業
開
発
事
業
・
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
は
こ
れ
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）。

今
回
は
こ
の
ナ
カ
ラ
回
廊
開
発
に
お
け
る
「
鉄
道
整
備
・
港
湾
事
業
」
に
つ
い
て
、

そ
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
な
く
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
国
際
協
力
銀
行
）
に
よ
る

企
業
融
資
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

地
域
開
発
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
南
ア
フ
リ
カ
事
業
担
当　

渡
辺 

直
子

◎注１…2011年、JICAが「ナカラ回廊経済開発戦略策定プロジェクト（PEDEC-Nacala）」を立ち上げ、2016年12月に、そ
のマスタープランが公表されている。http://ngo-jvc.info/2mFmQzl、http://ngo-jvc.info/2r1Icex、http://ngo-jvc.
info/2FzH1Xf　◎注２…JIBCサイトより。http://ngo-jvc.info/2mCiSaq　◎注３…現地市民社会組織によるビデオ（http://
ngo-jvc.info/2r1K8DP）、渡辺調査報告書（http://ngo-jvc.info/2EGebm）など。　◎注4…事業対象国の言語＝ポルトガル語
版のみ公表されている（http://ngo-jvc.info/2Dv2FuT）。



20No.329 2018 冬

ヤバい。原稿の依頼がきてしまっ
た。何を書こう。ネタがあり過ぎ
る！どれもこれも語りだしたら、本
誌の全ページを使っても足りないく
らいだ。困った、とりあえず思い付
くままに書いていこう。
まず私は津軽出身で、津軽に関し
ては本を一冊書けてしまうくらいの
ウンチクがある。詳しくは私が運営
する『津軽スタイル』というサイト
（http://tsugarustyle.jp/）を見
てください。次は、私が住んでいる
東京都青梅市。実は、青梅駅周辺は
知る人ぞ知るコーヒーの街なんで

す。カフェが20軒以上あり、こち
らも詳しくは私が運営する『青梅カ
フェ』というサイト（http://ome.
town/cafe/）をご覧ください。
続いてボーイスカウト！友人に誘
われて指導者を始めて、気がつくと
もう20年経ってしまった。お母さ
んと離れられずに泣きながらキャン
プに来ていた子が大きくなり、今で
は立派に後輩を指導しています。成
長したなあとしみじみ。そしてキャ
ンプ！キャンプのために生きている
と言っても過言ではない！自然の中
にいると自分はちっぽけな存在なん

だな、と感じます。自然と共存して
こそ人は幸せにつながるのでは、な
どと火を囲みながら考えたりしま
す。
ああヤバい、文字数が残りわずか
だ！『食』こそ、我が人生！自分の
身体は自分が食べた物でつくられる
ことを考えると、食をおろそかには
できない。1日3回の食事を楽しめ
たら人生が楽しくなる、と思うのだ。
さらに最近はPTA役員や消防団に
も入った。あ、そういえば私は13
年のキャリアを持つカメラマンでし
た。写真のことに関しては…次回！

タイの首都バンコクで始まった新
しい有機農業の取組みがユニークだ。
シティファーム・プロジェクトと呼
ばれているその取組みは、JVCがこ
れまで協働してきたタイのNGO・
SAFT（Sustainable Agriculture 
Foundation Thailand）がサポー
トしている。きっかけは2011年。
チャオプラヤ川流域の大洪水でバン
コクも広範囲で浸水し交通網も麻痺
した。流通が滞り、バンコクのスー
パーでは生鮮野菜が品薄になるなど、
ちょっとした食料難が起きていたと
いう。そして、「お金をいくら持って
いても、食べ物がなければ生きてい

けない」と気付いたバ
ンコクの富裕層の中か
ら、都市で農業をする
このシティファーム・
プロジェクトが生まれ
た。
プランターや鉢を活
用して、家の限られたスペースで自
給用の野菜を育てたり、病院の隅っ
こで有機野菜を育てて病院での食事
に活用したり、空き地をリノベーショ
ンして野菜畑にし、休日には加工品
作りやせっけん作りなど様々なワー
クショップが開かれたりと、シティ
ファームの姿は実に多様だ。その数

はバンコクを中心に170を超える。
何より実践している人たちが皆、と
てもアクティブで楽しみながら活動
している。そこには、ひとときのブー
ムで終わる気配はない。近い将来、
ビル群の中に緑が茂る、そんな新し
い都市像が広がっているかもしれな
い。

「ひとりごと」では
おさまらないよ…
カレンダー事務局 伊藤  圭 イラスト　かじの倫子

バンコクで始まった都市住民による
小さな菜園づくり
タイ事業担当 下田  寛典

ビルの屋上に備え付けられた大量のプランターで野菜を
育てる



21 No.329 2018 冬

11月25日、JVC東京事務所近くの台東一丁目区民館に
て、全盲の在日スーダン人ヒシャム・エルサ―氏を招いてお
話を聞く会をアフリカボランティアチーム（以下アフリカ
チーム）として開催しました。
アフリカチームとヒシャムさんとの出会いは3年ほど前。
在日スーダン人のアスマ・シディグさんを招いて「スーダン
を満喫！ ～作って 食べて お話を聞こう」を3回開催した際
に、そのご夫君であるヒシャムさんからスーダンでの生活や
教育についてのお話をしていただき、それが毎回大変分かり
やすくかったことがきっかけです。
前半はヒシャムさんがスーダンにいた頃の盲学校と大学生
活についてお話を聞きました。皆さんはスーダンの首都に
あるハルツーム大学に障害者はどのぐらいいると思われま
すか？ ヒシャムさんが大学に通われていた約20年前には、
18,000人の学生のうち60人いたそうです。当時の大学受
験は点字ではなく口頭。入学後の大学の授業も、友人のノー
トを1～ 2ヵ月分まとめてコピーしそれを読んで録音して
もらって勉強。点字タイプライターは日本製を愛用していま
した。また、日本では視覚障害者は鍼灸マッサージ師になる
人が多いですが、スーダンでは宗教の指導者になる人が多く、

道端で急に「私のために祈ってください」と声をかけられた
こともあったそうです。
会の後半は、ヒシャムさん自身が学生時代にプレーヤー
だった「ゴールボール」についての話題。日本女子代表がロ
ンドンパラリンピックで金メダルを取った競技で、1.25キ
ログラムもある鈴入りの固いボールをゴールに向かって勢い
よく転がして得点を競う競技です。投球は最高時速50キロ
に達するほど速く、久しぶりにボールを持ったヒシャムさん、
選手時代の思いがよみがえったようで、いろいろな投げ方を
熱く実演していただきました。スーダンでは、障害者スポー
ツの中で1番人気だそうです。現在ヒシャムさんが活動して
いるNGOでは、このボールと点字プリンターをスーダンに
送る活動をされているそうです。
参加者から、「スーダンと日本での視覚障がい者として生
活の様子や、ヒシャムさんの優しい口調でお話を聞けて、スー
ダンがとても身近に感じられるようになりました」「話す人
と聞く人という関係ではなく、おなじコミュニティーの人と
いう感じが持てた」と感想をいただき、「共に学ぶ人」という
関係でたくさんのことを広げていきたいな、と思えたイベン
トでした。

9/30(土)、10/1(日)東京都江東区【出展】
グローバルフェスタ・ジャパン2017
10/7(土) 東京都渋谷区
国際シンポジウム2017 たねがいのちをつなぐ

10/8 (日) 千葉県成田市
チキンカレーを”ほぼ”イチからつくる
千葉県にある農園で、畑や田んぼから採れるもの（野
菜や鶏など）で自ら料理をすることを通して、命に向き
あう機会を提供しました。

10/9 (月) JVC東京事務所
映画『ソニータ』試写会

10/14(土) 山梨県韮崎市【出展】
東日本大震災被災地応援企画 穴山町サンマ祭り

10/26 (木) JVC東京事務所
映画上映会『0円キッチン』

11/12(日) 茨城県つくば市
『わが盲想』著者・アブディンさんが語る
祖国スーダン

11/21(火) 東京都文京区
カンボジア「最前線」2017 
高い経済成長率を維持するものの、いまだ社会状況に
様々な課題を抱えるカンボジア。その最新情報をゲス
トジャーナリストの視点も交えてお伝えしました。

11/25 (土) 東京都台東区
長倉洋海さんトークイベント
JVC国際協力カレンダー2018に写真を提供いただ
いた長倉洋海さんをお招きして、写真の撮影秘話や世
界中でのエピソードを語っていただきました。

12/2 (土)大阪府大阪市、12/9(土)東京都世田谷区 
JVC国際協力コンサート2017 
第24回大阪公演、第29回東京公演

12/3(日) 東京都千代田区
映画『我々の土地は今』解説
（第11回国際有機農業映画祭内） 

12/8(金)～10(日) 東京都品川区
こどもたちの未来とつながろう
プロの写真家の方々によるチャリティー写真展におい
て、アフガニスタンと気仙沼に関するギャラリートーク
をさせていただきました。

12/9(土)、10(日) 新潟県新潟市
平和の創り方 ワークショップ 
～イラクでの取り組み報告会～

12/10(日) 神奈川県横浜市
武力によらない平和構築に向けて 
～南スーダンの事例から安保法制を見直す ～

12/12(火) 東京都新宿区
チャリティサロンコンサート
GOSPEL&TANGO 

12/14(木) 京都府京都市
モザンビーク・プロサバンナ計画と
それに抗する小農民たち

12/16(土) 東京都文京区
学びあいが生み出す農家の未来 東南アジ
アの換金作物栽培地域における農業の多様
化をめざして

12/16(土) 東京都千代田区
紛争地のお仕事　～中東・アフリカの現場か
ら帰国した３人が語る 国際協力 "ここだけ
の話" ！～

12/20(水)　 JVC東京事務所
アフリカ「NGO女子」トークイベント　
～なかなか聞けない、海外現地スタッフの
人生や思い～
スーダンと南アフリカからそれぞれ女性スタッフが同
時期に来日したことを機会に、活動地での普段の活
動、各国の文化や暮らしを女性ならではの視点からお
話しました。

12/21(木)  東京都台東区
トランプ政権「エルサレム首都宣言」の
衝撃と、パレスチナの人びとの声
トランプ米大統領の発言以降の現地における最新の
現地情勢を一時帰国スタッフがお伝えしました。

12/22(金)  東京都港区
アフリカのイモ食文化のゆくえ

当日は参加者の皆さんと車座になってヒシャムさんのお話を聞きました。

いべんと・ピックアップ！

その他の主なイベント

11/25（土）東京・台東区

スーダンと日本 障がい者スポーツ
『ゴールボール』への取り組み

JVCアフリカボランティアチーム　干田尾 恵子
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『
そ
れ
で
も
、

　

私
は
憎
ま
な
い
』

イ
ゼ
ル
デ
ィ
ン
・
ア
ブ
エ
ラ
イ
シ
ュ
著
／

高
月
園
子
訳　

亜
紀
書
房

２
０
１
４
年
１
月
初
版　

１
９
０
０
円
（
税
抜
）

自
分
の
思
い
と
重
な
る

取
り
組
み

Ｊ
Ｖ
Ｃ
コ
リ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
／

カ
レ
ン
ダ
ー
事
務
局
ア
ル
バ
イ
ト

菊
地 

真
歩

ス
ー
ダ
ン
事
業
担
当  

小
林 

麗
子

私
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
出
会
っ
た
の
は
高
校
三
年

生
の
夏
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
は
就
職
活
動

の
一
環
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
国
際
協
力
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
ひ
た
す
ら
検
索
し
て
一

番
に
ヒ
ッ
ト
し
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
行
っ
て
み
よ
う

と
、
説
明
会
に
来
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
は
コ
リ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー

ム
と
し
て
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
平
日
の

事
務
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
カ
レ
ン
ダ
ー
ア
ル
バ

イ
ト
と
し
て
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
コ
リ
ア
ボ
ラ
を
選
ん
だ
の
か
、
当
然

な
が
ら
た
く
さ
ん
質
問
さ
れ
ま
す
。
元
か
ら

韓
国
に
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
原
点
を

た
ど
る
と
小
学
生
の
頃
に
出
会
っ
た
中
国
人

の
友
人
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
友
人
は
、
両
親
の
仕
事
の
都
合
で
少
し

の
間
日
本
で
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ

う
で
、
一
年
と
い
う
長
い
よ
う
で
短
い
小
学

校
生
活
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。
お
互
い

に
言
葉
や
文
化
を
教
え
合
い
な
が
ら
刺
激
を

受
け
て
、
別
れ
の
時
に
は
「
国
は
近
い
な
が

ら
も
会
え
な
い
ん
だ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
数
年
後

に
、
中
国
か
ら
一
通
の
手
紙
が
来
ま
し
た
。

元
気
で
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
近
状
と
、
日

本
と
中
国
で
過
ご
し
て
い
る
場
所
が
違
う
け

ど
お
互
い
に
頑
張
ろ
う
、
ま
た
会
え
た
ら
い

い
な
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
し
た
。
今
で
も

そ
の
手
紙
は
大
事
に
持
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
説
明
会
に
来
た
そ
の
日
の
担
当

が
た
ま
た
ま
コ
リ
ア
担
当
の
方
で
、『
南
北
コ

リ
ア
と
日
本
の
と
も
だ
ち
展
』
の
話
を
聞
い

た
と
き
に
当
時
の
記
憶
が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

『
と
も
だ
ち
展
』
で
は
韓
国
、
朝
鮮
、
中
国
、

日
本
の
子
ど
も
た
ち
を
絵
を
通
し
て
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
絵
画
展
の
際
に
は
気
に
入
っ
た

絵
に
手
紙
を
書
い
て
も
ら
い
、
事
務
局
側
で

必
要
な
も
の
に
は
翻
訳
を
し
て
本
人
に
届
け

る
と
こ
ろ
ま
で
し
て
い
る
の
で
す
が
、「
い
つ

か
実
際
に
会
え
た
ら
い
い
な
」
と
書
く
子
ど

も
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
手
紙
は
ず
っ
と

残
る
も
の
だ
か
ら
、
受
け
取
っ
て
か
ら
数
年

経
っ
て
も
思
い
出
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
出
会
っ
て
か
ら
は
4

年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と

も
多
い
し
刺
激
も
た
く
さ
ん
受
け
ま
す
。
今

年
も
２
月
の
東
京
展
に
向
け
て
準
備
を
し
て

い
る
最
中
で
す
の
で
、
お
時
間
あ
る
方
は
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
子
ど
も
た
ち
の
絵
を
見
て
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
し
、
コ
リ
ア
事
業
以
外
で
も
Ｊ
Ｖ

Ｃ
で
の
様
々
な
活
動
を
通
し
て
一
歩
踏
み
出

せ
る
人
が
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

本
書
は
、
２
０
０
８
年
12
月
か
ら
翌
年
１

月
に
発
生
し
た
ガ
ザ
戦
争
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
に
よ
る
砲
撃
に
よ
り
娘
３
人
と
姪
を
亡
く

し
た
医
師
に
よ
る
手
記
で
あ
る
。
著
者
は
ガ

ザ
地
区
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
生
ま
れ
、
11
人

兄
弟
の
長
男
と
し
て
厳
し
く
育
て
ら
れ
た
。

家
計
は
苦
し
か
っ
た
が
、
教
育
さ
え
あ
れ
ば

将
来
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
教
師
た

ち
の
励
ま
し
を
信
じ
、
優
秀
な
成
績
で
高
校

を
卒
業
し
て
カ
イ
ロ
大
学
に
進
み
産
婦
人
科

医
と
な
っ
た
。
そ
し
て
ガ
ザ
地
区
在
住
と
い

う
ハ
ン
デ
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
医
師
と
し

て
イ
ス
ラ
エ
ル
側
で
も
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
。

「
壁
」
を
越
え
て
海
外
経
験
も
積
み
、「
分

断
に
橋
を
架
け
る
」
医
師
と
し
て
の
仕
事
に

邁
進
し
て
い
る
最
中
、
８
人
の
子
ど
も
の
母

親
で
あ
り
最
愛
の
妻
を
突
然
病
気
で
失
っ

て
し
ま
う
。
妻
が
病
に
冒
さ
れ
た
と
き
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
に
い
た
著
者
が
エ
ル
サ
レ
ム
の

病
院
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
読
ん
で
い
る
だ
け
で
気
が
遠
く
な
り
そ

う
だ
。
直
行
便
な
ら
飛
行
機
で
数
時
間
の
距

離
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
経
由
で

の
入
国
が
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
乗
り
継
ぎ

２
回
の
経
由
便
で
ヨ
ル
ダ
ン
に
入
り
、
国
境

が
開
く
ま
で
５
時
間
、
国
境
の
イ
ス
ラ
エ
ル

側
の
審
査
で
10
時
間
待
た
さ
れ
、
エ
ル
サ
レ

ム
に
入
る
検
問
所
で
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
別

の
検
問
所
行
き
を
命
じ
ら
れ
…
。
危
篤
の
家

族
の
元
に
向
か
う
人
間
に
対
し
て
、
ど
う
し

て
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

そ
し
て
妻
を
亡
く
し
た
数
ヵ
月
後
、
今
度

は
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
砲
撃
に
よ
っ
て
一
瞬
に

し
て
娘
3
人
と
姪
を
失
っ
た
著
者
の
喪
失

感
、
悲
し
み
は
想
像
を
絶
す
る
。

こ
の
よ
う
な
壮
絶
な
経
験
を
し
て
も
な

お
、「
憎
し
み
が
あ
る
限
り
紛
争
は
解
決
し

な
い
、共
存
は
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
著
者
。

そ
の
信
念
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
交
流
す
る

中
で
生
ま
れ
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
少
年
時
代

に
働
い
た
農
場
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
一
家
と
の

出
会
い
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
同
僚
や
患
者
と

接
し
た
経
験
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
も
パ
レ

ス
チ
ナ
人
も
「
よ
く
似
た
人
間
」
で
あ
る
こ

と
、「
あ
る
一
つ
の
命
が
他
の
命
よ
り
貴
重

だ
」
な
ど
と
は
決
し
て
言
え
な
い
こ
と
を
確

信
し
た
の
だ
。

昨
年
10
月
に
著
者
の
講
演
を
聞
く
機
会
が

あ
り
、
そ
の
時
、
心
に
残
っ
た
言
葉
を
紹
介

し
た
い
。「
紛
争
は
人
間
が
つ
く
り
出
し
た

も
の
。
人
間
が
解
決
で
き
な
い
は
ず
は
な

い
。
私
た
ち
に
は
希
望
が
あ
る
」
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編 集 後 記
昨年末から報道が続くリニア中央新幹線を巡る談合事件。私はリ
ニア計画が及ぼす環境問題や社会問題を取材するが、マスコミは
ＪＲ東海という大スポンサーへの「配慮」からこれを報道しない。
だが、さすがに「事件」は取り上げるようだ。事件が起きてから
やっと報道するその姿勢には問題ありだが、一方でより大切なの
は、市民やＮＰＯなどが自ら情報発信を続けることにある。イン
ターネットという道具もある今、マスコミに頼るな、自分に頼れ
と改めて決めた新年です。（樫）

募金集計
募金にご協力ありがとうございます。
JVCの活動は、皆さまの募金によって支えられています。
JVCへの募金は、税制優遇措置を受けることができます。

無 指 定 1 1 , 6 4 6 , 9 3 7
タ イ 2 , 5 0 0
カ ン ボ ジ ア 8 1 0 , 3 6 5
ラ オ ス 3 , 2 5 3 , 0 3 3
南 ア フ リ カ 9 3 , 3 9 8
ア フ ガ ニ ス タ ン 1 , 1 6 0 , 2 6 8
イ ラ ク 5 6 2 , 4 0 0
ス ー ダ ン 2 , 0 8 8 , 5 1 7
南 ス ー ダ ン 3 0 1 , 0 2 8
パ レ ス チ ナ 2 , 0 0 1 , 5 5 8
コ リ ア 1 0 9 , 6 0 0
東 日 本 大 震 災 4 9 0 , 1 0 9
み ど り 一 本 1 0 6 , 5 0 0
東 京 管 理 1 , 0 1 5 , 8 4 6
調 査 研 究 1 5 9 , 2 6 3
コ ン サ ート 2 1 , 9 2 0
その他 1 3 , 1 4 1

指 定 先 期間（9～ 11月）

合 　 計 2 3 , 8 3 6 , 3 8 3
※上表に「夏/冬の募金」も含みます

投 稿 募 集 中
JVCや会報誌に関するご意見・ご希望をお寄せください。ま
た、「JVCなひと」への自薦寄稿も大歓迎！ JVCの会員になっ
たきっかけや最近の関心事、ほかの会員の皆様へ伝えたいことな
ど、800字以内でお送りください。そして、「いまさら聞けない
Q&A」でも質問を募集中です。会員になって長いけどそういえ
ば聞いてみたいことがあった、まだ会員になったばかりだから教
えてほしいことがある等々、なんでも結構です。皆様からの投稿
をお待ちしております！

募 集コーナー

JVC国際協力コンサート東京公演は2018年がフィナーレ。オラ
ンダより、古楽界の至宝、ヨス・ファン・フェルトホーフェン氏
が来日します！最後のメサイアをともに歌いませんか？ 4月4
日（水）練習開始です。

1年間、週2日、東京事務所で活動することで、NGOの視点や問
題意識を学ぶインターン制度。毎年5～10名程度の学生、社会
人等、様々な立場の方が参加しています。人とのつながり、JVC
から多くの学びを得てください！今年度インターンによる「イン
ターン募集説明会」も開催します。

使わなくなった貴金属類やコインなどはありませんか？お宝エ
イドは、オーナー様のご厚意で、なんと通常査定額に10%上乗せ
された額が、JVCに寄付される仕組みです。いただいたご寄付は、
JVCの各活動で大切に役立てさせていただきます。2016年度は
300万円近いご支援につながりました。お品物の査定額は、後日
JVCより書面にて連絡いたします。捨てる前に、ぜひご協力くだ
さい！

演　　目  ： ヘンデル作曲『メサイア』
本　　番  ： JVC国際協力コンサート 2018
  第 30回東京公演
公  演  日  ： 2018年 12月 1日（土）15時開演
練習期間  ： 2018年 4月 4日以降、
  毎週水曜日 18時半～21時
練習場所：日本ホーリネス教団　東京中央教会
  （新宿区北新宿 1-24-12）ほか
練  習  費  ： 一般 3 ,000円（月額）、学生 2 ,000円（月額）

応募締切  ： 2018年 2月 28日（水）
◎説明会、応募方法については JVCホームページを
ご確認ください。

お宝を梱包します。
段ボール5箱以上は直接お宝エイドによる集荷も
可能です（東京・神奈川・千葉・埼玉のみ）。
日本郵政（TEL：0800-0800-111）に
集荷依頼の電話をする。
◎ゆうパックの着払いをご指定ください。

伝票を書き、発送します。
◎着払い伝票の「品名」欄には、
忘れずに「JVC宛『お宝エイド』」と記入してください。

ご自宅に眠っている「お宝」を集めています

「お宝」寄付を送る方法

人  事

大村 真理子 カンボジア事務所現地調整員
 （広報担当より：12月1日付）

仁茂田 芳枝 広報担当（カレンダー事務局より：12月1日付）

ステップ1

ステップ2

ステップ3

歌声ボランティア募集

2018年度東京事務所インターン

お宝エイド

お申込み・お問い合わせ　JVCコンサート事務局　石川
TEL：03-3836-4108　 E-mail：concert@ngo-jvc.net

【投稿先】会員担当　宮西まで
FAX：03-3835-0519 　E-mail：miyanishi@ngo-jvc.net

お申込み・お問い合わせ　石川
TEL：03-3834-2388　 E-mail：concert@ngo-jvc.net

お問い合わせ　お宝エイド受付センター
TEL：03-5719-6665（年中無休、10:30～19:00）

異　動



J V Cでは会員を募集しています

会 員 数（ 1月 1 日 現 在 ） 合 計 1 , 0 1 0 名（ 正 会 員 5 6 1 名  賛 助 会 員 4 4 9 名 ）

一般会員
学生会員
団体会員

それぞれに
正会員と賛助会員があります

10,000円
5,000円

30,000円

◎発行  ＝ 日本国際ボランティアセンター（JVC） 〒110-8605 東京都台東区上野5-3-4 クリエイティブOne秋葉原ビル6F TEL 03-3834-2388  FAX 03-3835-0519

◎発行人  ＝ 谷山博史　◎編集人  ＝ 大野和興・長谷部貴俊　◎編集スタッフ ＝ 樫田秀樹・細野純也　◎デザイン  ＝ 渡部健　◎印刷  ＝ 株式会社ベスト・プリンティング

本誌の記事・写真などの無断転載・複写を禁じます。本誌は、日本の森の間伐材を有効利用して作られた用紙「間伐材印刷用紙」（古紙 9 0 %、間伐材パルプ1 0 %）で作成しました。

2 0 1 8 年 1 月 2 0 日 発 行（ 通 巻 3 2 9 号・年 4 回 発 行 ）

T r i a l & E r r o r   トライア ル・アンド・エラー  （ 試 行 錯 誤 ）

日本国際ボランティアセンター（J a p a n  I n t e r n a t i o n a l  V o l u n -
t e e r  C e n t e r）は、1 9 8 0年2月、タイのバンコクで誕生した市民に
よる国際協力団体です。J V Cの活動目的は、国際社会のなかで、社
会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリ
カ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方
と人間関係をつくり出そうということにあります。そのため私たち
は、自らの意志でJ V Cに参加し、活動を継続してきました。J V Cはボ
ランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任ある行動をと
る」という意味で団体名として使っています。

会員は総会に出席し、 J V Cの方針などを決定するほ
か、情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習
会等へ参加することができます。会員の方には年 4回
この会報誌と年次報告書をお届けします。
入会のお申し込みや、会員の方の住所変更などは会員
担当の宮西まで。

J V Cのオリエンテーション（説明会）にお越しください

第1月曜日 午後7：00～8：30
第4土曜日 午後2：00～3：30

J V Cの活動内容をご紹介しています。
お気軽にご参加ください。［事前にご予約ください］

JVC東京事務所

miyanishi@ngo-jvc.net

無料

http://www .ngo-jvc .net/ info@ngo-jvc .net NGOJVCFacebook twit ter @ngo_ jvc

会   場

メールアドレス

ウェブサイト メールアドレス

参加費

定価  5 0 0円（税込）

狩猟や作物の収穫を祝うお祭りは、大なり小なり世界中どこにでもあ
るものだろう。写真はスーダン共和国南部の南コルドファン州で昨年
11月に開催されていた現地農村の収穫祭の様子。収穫できたソル
ガムでつくったお菓子を参列者に少しずつ振る舞い、楽器を吹きなら
し、女も男も列になって踊り、今年の実りを喜ぶ。

特定非営利活動法人


